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「アクシオン福岡」とは、福岡県立スポーツ科学情報セ

ンターの設立時に、競技選手をはじめ、広く県民に愛され、

身近な施設として親しまれるよう、イメージにふさわしい

愛称の募集があり、全国 3,000点余の中から最優秀作とし

て選考されたものです。 

 現在では隣接する県立総合プールとあわせて「アクシオン福岡」と呼ばれ、広く県

民の皆様に親しまれています。 

「アクシオン」とは、スペイン語で「行動、行為、活動」を意味し、スポーツ活動

にともなう、躍動感、さわやかさ等、いきいきとしたエネルギッシュさを感じさせる

とともに、これからの本県の体育・スポーツの普及・振興を図る中核的施設として、

主体的な行動力を簡潔かつ的確に表現したものになっています。 

 

 

 

１ 「カラーコンセプト」 

○赤  情 熱 = 躍 動 

○青  清 潔  =  健 康 

 

２ 「シンボルマーク作成コメント」 

スポーツ活動と東平尾公園の山並みとをマッチさせ、建物が持つカーブを取り入

れ、建物が人々を柔らかく包み込み、施設を訪れた利用者が健康的に安心して利用

できる、「人に優しい施設」のイメージを具現化しました。 

 

 

 

「とびうめ国体」開催を契機に、福岡県が 21 世紀に向

けて躍動するイメージを描いて名付けられた「フッくん」

を当センターのマスコットとしました。 

 

「「愛愛称称（（アアククシシオオンン福福岡岡））」」ににつついいてて  

シシンンボボルルママーーククににつついいてて  

ママススココッットトににつついいてて  
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Ⅰ 概 要 
 

１ 公益財団法人福岡県スポーツ振興センターについて

福岡県立総合プールの管理運営のため平成元年に設立された（財）福岡県総合プール公社を前身とし、平

成７年福岡県立スポーツ科学情報センターの管理運営を合わせて担うことになったのを機に（財）福岡県ス

ポーツ振興公社に名称変更、その後公益法人制度改革に伴い、平成25年４月から（公財）福岡県スポーツ振

興センターとして、福岡県からの委託によるスポーツ振興事業、指定管理施設である福岡県立スポーツ科学

情報センター・福岡県立総合プール・福岡県立総合射撃場の施設貸与事業を大きな柱として、本県体育・ス

ポーツの普及・振興を図るとともに、あわせて県民の健康増進と福祉の向上に寄与すべく各種事業を展開し

ています。 

２ 「アクシオン福岡プロジェクトチーム」による管理運営

福岡県立総合プールは令和４年度から、福岡県立スポーツ科学情報センターは令和５年度から、株式会社

加藤商会、三栄ビルサービス株式会社、アシックススポーツファシリティーズ株式会社と連携した共同企業

体「アクシオン福岡プロジェクトチーム」の代表団体として携わっています。 

各社がもつ強みを生かし、福岡県の財産である福岡県立スポーツ科学情報センター、福岡県立総合プール

の機能を有効に活用しながら、県民のスポーツ普及や競技力向上と、多様なニーズにあわせた運用をするこ

とにより、海外選手の事前キャンプ等、より一層効果的・効率的な運営を実現しています。 

これまでのDevelopment of Sports － “スポーツを発展させる”との考え方から、現在、国際社会で広

がりを見せているDevelopment of through Sports － “スポーツを使って発展させる”とした考えに基づ

き、様々なシーンで福岡県が考える新たなスポーツの価値を発信します。 

 

【構成図】 

アクシオン福岡プロジェクトチーム 

  

福岡県スポーツ振興センター
・スポーツ推進計画の一端を担う立場
・スポーツ庁をはじめとする国の組織と
の連携体制

・県内スポーツ関係組織との強固な連携
体制

加藤商会
・プール・スケート施設をはじめとする
多くの指定管理実績

・プールの安全な管理体制構築実績
・国際級の競技大会に対応する氷質維持
管理技能

アシックススポーツファシリティーズ
・スポーツでつちかった知的技術により
質の高いライフスキルを創造

・トップアスリートを活用したイベント
企画力

・多くの施設の指定管理実績

三栄ビルサービス
・経験豊富なスタッフによる迅速かつ
的確な対応
・警備、ホテルメンテナンス、清掃等の
総合対応
・県立総合プール・スポーツ科学情報セ
ンターの管理実績
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３ 各施設等の設置目的 
(1) 福岡県立スポーツ科学情報センター 

本県で開催された「とびうめ国体」(平成２年)を記念して平成７年に建設された施設であり、生涯ス

ポーツの普及振興と競技力の維持向上を図り、今後ますます増大していく県民の体育・スポーツのニー

ズに応えていくため、指導者養成及びスポーツ情報サービスに努めるほか、健康・体力相談等スポーツ

科学センターとしての機能を充足し、本県体育・スポーツ振興の中核的役割を果たすことを目的として

います。 
 
(2) 福岡県立総合プール 

水泳、スケート等の普及振興を図り、もって体育・スポーツの振興に資することを目的としています。

なお、平成７年度からは、隣接する「福岡県立スポーツ科学情報センター」とともに、本県体育・スポ

ーツ振興の中核的役割を果たすことを目的としています。 

 
(3) 福岡県立総合射撃場 

散弾銃射撃及びライフル射撃の普及振興並びに射撃技術の向上を図り、もって県民の心身の健全な発

達に寄与することを目的としています。 
 
４ 各施設等の基本的性格 

本センターが管理運営する施設は、設置目的を果たすため、次の性格を有しています。 

(1) 生涯スポーツの振興等を図るため、スポーツイベント、サークル活動や各種スポーツ教室を行うこと
ができる施設です。 

(2) 競技力向上を図るため、計画的、効率的に強化事業に活用できる施設です。 

(3) スポーツ指導者の養成や資質の向上を図るため、講習会や研修会等に活用できる施設です。 

(4) 競技力の向上及び体力の維持増進を図るため、健康・体力に関する各種測定及び科学的診断により、
利用者に的確な指導助言を行うことができる機能を有する施設です。 

(5) 体育・スポーツに関する各種調査及び研究活動の成果をスポーツ情報として提供することができる施
設です。 

(6) 体育・スポーツに関する資料及び記念品等を収集し、展示・閲覧コーナーを有し、広く県民に広報を
行うことができる施設です。 

(7) 競技団体との円滑な連携を保つため、体育・スポーツに関する体育団体等が事務局を設置している施
設です。 
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 ５ 沿 革  
年 月 事              項 

昭和58年 10月 センター 
福岡県スポーツ振興審議会が「県立総合体育・スポーツ施設の設置」について県
教育長に建議 

昭和59年 ４月 プール プール建設に係わる調査費が措置される 

昭和61年 
３月 プール 県立総合プール建設用地が福岡市博多区東平尾公園内に決定 

６月 プール 
「福岡県21世紀のプラン（新長期計画）」が策定公表、第１次実施計画の中で 
「県立総合スポーツセンター」の整備構想を策定することが記載される 

昭和63年 
４月 

センター 
プール 
センター 

県立スポーツセンター（仮称）建設に係わる調査費が措置される 
県立総合プール開設準備室が体育課内に設置 
県教育庁「県立スポーツセンター（仮称）構想庁内検討委員会」の設置 

12月 プール 県立総合プール条例（昭63福岡県条例第21号）制定 

平成元年 

４月 プール (財)福岡県総合プール公社に管理委託 

５月 プール 建築工事が完成・竣工、落成式を挙行〈20日〉 

11月 プール スケートリンクオープン 

平成２年 

９月 プール 第45回国民体育大会「とびうめ国体」夏季大会（水球・シンクロ）〈９～12日〉 

10月 射 撃 
第45回国民体育大会「とびうめ国体」秋季大会（射撃） 
〈ｸﾚｰ射撃22日～24日・ﾗｲﾌﾙ射撃22日～25日〉 

11月 プール 第26回全国身体障害者スポーツ大会（水泳）〈３～４日〉 

平成３年 

４月 射 撃 (財)福岡県総合射撃場管理センターに管理委託 

８月 センター 
「福岡県21世紀のプラン」第２次実施計画（平成３年度から７年度）の中で 
「県立スポーツセンター(仮称)」建設の推進が記載される 

９月 センター 学識経験者、行政関係者等による「県立スポーツセンター(仮称)基本構想策定委
員会」を設置 

10月 プール 第４回アジア選手権水泳競技大会水球競技〈７～10日〉 

平成４年 

１月 センター 福岡市博多区東平尾公園内県立総合プールに隣接する現在地に決定 

２月 センター 「県立スポーツセンター(仮称)基本構想書」が策定委員会委員長より教育長に提
出 

６月 センター 基本設計についての検討を始めるとともに３専門委員会（医科学・情報サービス・
研修)を設置 

平成５年 
４月 センター 県立スポーツセンター(仮称)設立準備室をスポーツ課内に設置 

12月 センター 起工式〈３日〉、建築工事着工 

平成７年 

４月 センター 
プール 

(財)福岡県スポーツ振興公社に管理委託 
(財)福岡県総合プール公社から(財)福岡県スポーツ振興公社に移管 

５月 センター 建築工事が完成・竣工 

６月 センター 落成式〈18日〉、供用(医科学・健康体力相談を除く)開始〈20日〉 

８月 センター 
プール  〈第 18回ユニバーシアード大会 1995福岡〈８月 24 日～９月２日〉〉 

10月 センター 全面供用開始〈１日〉 

平成８年 ６月 センター 福岡県立スポーツ科学情報センター落成記念行事 

平成10年 １月 プール 入場者100万人達成セレモニー実施 

平成11年 ４月 射 撃 
（財）福岡県立総合射撃場管理センターから（財）福岡県スポーツ振興公社に移
管 

－4－ 

年 月 事            項 

平成12年 ６月 福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」開設 

平成13年 ７月 センター 
プール 第９回世界水泳選手権大会 2001〈16 日～29日〉 

平成14年 ５月 福岡県立総合射撃場リニューアルオープン 

平成16年 ４月 (財)久留米総合スポーツセンター公社（昭和49年３月設立）及び 
(財)福岡県スポーツ振興基金（平成元年３月設立）と統合 

平成17年 

１月 子どもたちのスポーツの可能性を拡げる「福岡県タレント発掘事業」を日本初の取組とし
て開始 

７月 センター クライミングウォール・ボルダリングウォール新設工事竣工 

10月 福岡県立スポーツ科学情報センター創立10周年記念式典 

平成18年 

１月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 

 

福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく指定管理者の指定 

 
福岡県立久留米スポーツセンター条例の規定に基づく指定管理者の指定 

３月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 
福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく利用料金の承認 
管理に関する基本協定書締結 
 
福岡県立久留米スポーツセンター条例の規定に基づく利用料金の承認 
管理に関する基本協定書締結 

４月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 
指定管理業務開始 

 
 指定管理業務開始 （テニスコート・補助競技場リニューアルオープン） 

平成20年 
３月 センター トレーニング室機器更新 

４月 センター 
福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」内 
福岡県スポーツリーダーバンクリニューアル及び子どもの体力向上ホームページ
開設 

平成21年 
４月 

センター 
プール 
射 撃 
 
久留米 

 
指定管理業務開始（２期目） 
※射撃場のみ平成26年３月31日までの５年間 
 
指定管理業務開始（２期目） 

７月 プール 電光掲示板更新 

平成23年 
３月 センター 

プール 入場システム導入 

12月 センター 
体力測定室スポーツ科学情報処理システム（体力測定機器及びデータ処理ソフトウ
エア等）更新 

平成24年 

１月 センター 福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく指定管理者の指定 

３月 センター 福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」ホームページリ
ニューアル 

４月 センター 指定管理業務開始（３期目） ※平成29年３月31日までの５年間 

12月 センター トレーニング室機器更新 

平成25年 ４月 
福岡県から公益財団法人への移行認定を受け、「公益財団法人福岡県スポーツ振興センター」
と名称変更する 

平成26年 
３月 センター １階に授乳室を設置 

４月 射 撃 指定管理業務開始（３期目） ※平成31年３月31日までの５年間 
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 ５ 沿 革  
年 月 事              項 

昭和58年 10月 センター 
福岡県スポーツ振興審議会が「県立総合体育・スポーツ施設の設置」について県
教育長に建議 

昭和59年 ４月 プール プール建設に係わる調査費が措置される 

昭和61年 
３月 プール 県立総合プール建設用地が福岡市博多区東平尾公園内に決定 

６月 プール 
「福岡県21世紀のプラン（新長期計画）」が策定公表、第１次実施計画の中で 
「県立総合スポーツセンター」の整備構想を策定することが記載される 

昭和63年 
４月 

センター 
プール 
センター 

県立スポーツセンター（仮称）建設に係わる調査費が措置される 
県立総合プール開設準備室が体育課内に設置 
県教育庁「県立スポーツセンター（仮称）構想庁内検討委員会」の設置 

12月 プール 県立総合プール条例（昭63福岡県条例第21号）制定 

平成元年 

４月 プール (財)福岡県総合プール公社に管理委託 

５月 プール 建築工事が完成・竣工、落成式を挙行〈20日〉 

11月 プール スケートリンクオープン 

平成２年 

９月 プール 第45回国民体育大会「とびうめ国体」夏季大会（水球・シンクロ）〈９～12日〉 

10月 射 撃 
第45回国民体育大会「とびうめ国体」秋季大会（射撃） 
〈ｸﾚｰ射撃22日～24日・ﾗｲﾌﾙ射撃22日～25日〉 

11月 プール 第26回全国身体障害者スポーツ大会（水泳）〈３～４日〉 

平成３年 

４月 射 撃 (財)福岡県総合射撃場管理センターに管理委託 

８月 センター 
「福岡県21世紀のプラン」第２次実施計画（平成３年度から７年度）の中で 
「県立スポーツセンター(仮称)」建設の推進が記載される 

９月 センター 学識経験者、行政関係者等による「県立スポーツセンター(仮称)基本構想策定委
員会」を設置 

10月 プール 第４回アジア選手権水泳競技大会水球競技〈７～10日〉 

平成４年 

１月 センター 福岡市博多区東平尾公園内県立総合プールに隣接する現在地に決定 

２月 センター 「県立スポーツセンター(仮称)基本構想書」が策定委員会委員長より教育長に提
出 

６月 センター 基本設計についての検討を始めるとともに３専門委員会（医科学・情報サービス・
研修)を設置 

平成５年 
４月 センター 県立スポーツセンター(仮称)設立準備室をスポーツ課内に設置 

12月 センター 起工式〈３日〉、建築工事着工 

平成７年 

４月 センター 
プール 

(財)福岡県スポーツ振興公社に管理委託 
(財)福岡県総合プール公社から(財)福岡県スポーツ振興公社に移管 

５月 センター 建築工事が完成・竣工 

６月 センター 落成式〈18日〉、供用(医科学・健康体力相談を除く)開始〈20日〉 

８月 センター 
プール  〈第 18回ユニバーシアード大会 1995福岡〈８月 24 日～９月２日〉〉 

10月 センター 全面供用開始〈１日〉 

平成８年 ６月 センター 福岡県立スポーツ科学情報センター落成記念行事 

平成10年 １月 プール 入場者100万人達成セレモニー実施 

平成11年 ４月 射 撃 
（財）福岡県立総合射撃場管理センターから（財）福岡県スポーツ振興公社に移
管 
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年 月 事            項 

平成12年 ６月 福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」開設 

平成13年 ７月 センター 
プール 第９回世界水泳選手権大会 2001〈16 日～29日〉 

平成14年 ５月 福岡県立総合射撃場リニューアルオープン 

平成16年 ４月 (財)久留米総合スポーツセンター公社（昭和49年３月設立）及び 
(財)福岡県スポーツ振興基金（平成元年３月設立）と統合 

平成17年 

１月 子どもたちのスポーツの可能性を拡げる「福岡県タレント発掘事業」を日本初の取組とし
て開始 

７月 センター クライミングウォール・ボルダリングウォール新設工事竣工 

10月 福岡県立スポーツ科学情報センター創立10周年記念式典 

平成18年 

１月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 

 

福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく指定管理者の指定 

 
福岡県立久留米スポーツセンター条例の規定に基づく指定管理者の指定 

３月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 
福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく利用料金の承認 
管理に関する基本協定書締結 
 
福岡県立久留米スポーツセンター条例の規定に基づく利用料金の承認 
管理に関する基本協定書締結 

４月 

センター 

プール 

射 撃 

久留米 

 
指定管理業務開始 

 
 指定管理業務開始 （テニスコート・補助競技場リニューアルオープン） 

平成20年 
３月 センター トレーニング室機器更新 

４月 センター 
福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」内 
福岡県スポーツリーダーバンクリニューアル及び子どもの体力向上ホームページ
開設 

平成21年 
４月 

センター 
プール 
射 撃 
 
久留米 

 
指定管理業務開始（２期目） 
※射撃場のみ平成26年３月31日までの５年間 
 
指定管理業務開始（２期目） 

７月 プール 電光掲示板更新 

平成23年 
３月 センター 

プール 入場システム導入 

12月 センター 
体力測定室スポーツ科学情報処理システム（体力測定機器及びデータ処理ソフトウ
エア等）更新 

平成24年 

１月 センター 福岡県立体育・スポーツ施設条例の規定に基づく指定管理者の指定 

３月 センター 福岡県スポーツ情報ネットワークシステム「ふくおかスポネット」ホームページリ
ニューアル 

４月 センター 指定管理業務開始（３期目） ※平成29年３月31日までの５年間 

12月 センター トレーニング室機器更新 

平成25年 ４月 
福岡県から公益財団法人への移行認定を受け、「公益財団法人福岡県スポーツ振興センター」
と名称変更する 

平成26年 
３月 センター １階に授乳室を設置 

４月 射 撃 指定管理業務開始（３期目） ※平成31年３月31日までの５年間 
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年 月 事            項 

平成27年 10 月 福岡県立スポーツ科学情報センター創立 20周年記念式典 

平成29年 

２月 センター 照明 LED 化完了（メインアリーナを除く） 

４月 

センター 指定管理業務開始（４期目） ※平成 30年３月 31日までの１年間 

プール 
アクシオン福岡マネージメントグループとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和４年３月 31 日までの５年間 

12 月 センター メインアリーナ天井・床改修工事完了（照明 LED 化完了） 

平成30年 

２月 センター 宿泊室木質化工事完了 

４月 センター 
アクシオン福岡マネージメントグループとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和５年３月 31 日までの５年間 

平成31年 ４月 射 撃 指定管理業務開始（４期目） ※令和６年３月 31日までの５年間 

令和２年 １月 センター ボイラー工事（１月 16日（木）～２月 21日（金）まで） 

令和３年 

３月 福岡県スポーツ振興基金事業廃止 

10 月 射 撃 
法令改正により、スモールボアライフ射撃場の一部及び大口径射撃場において、

プリチャージ式空気銃の使用が可能となる 

11 月 射 撃 スキート射撃場及びトラップ射撃場（両Ａ面）でコイン式プレー導入 

令和４年 ４月 プール 
アクシオン福岡プロジェクトチームとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和９年３月 31 日までの５年間 

令和５年 

４月 
センター 

アクシオン福岡プロジェクトチームとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和 10年３月 31日までの５年間 

シェアサイクルサービス（チャリチャリ）のアクシオン福岡ポートを設置 

７月 プール 世界水泳選手権 2023福岡大会(飛込競技)〈14 日（金）～ 22 日（土）〉 

８月 プール 世界マスターズ水泳選手権 2023九州大会(飛込競技)〈２日（水）〜７日（月）〉 

令和６年 ４月 射 撃 指定管理業務開始（５期目） ※令和 11年３月 31日までの５年間 
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年 月 事            項 

平成27年 10 月 福岡県立スポーツ科学情報センター創立 20周年記念式典 

平成29年 

２月 センター 照明 LED 化完了（メインアリーナを除く） 

４月 

センター 指定管理業務開始（４期目） ※平成 30年３月 31日までの１年間 

プール 
アクシオン福岡マネージメントグループとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和４年３月 31 日までの５年間 

12 月 センター メインアリーナ天井・床改修工事完了（照明 LED 化完了） 

平成30年 

２月 センター 宿泊室木質化工事完了 

４月 センター 
アクシオン福岡マネージメントグループとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和５年３月 31 日までの５年間 

平成31年 ４月 射 撃 指定管理業務開始（４期目） ※令和６年３月 31日までの５年間 

令和２年 １月 センター ボイラー工事（１月 16日（木）～２月 21日（金）まで） 

令和３年 

３月 福岡県スポーツ振興基金事業廃止 

10 月 射 撃 
法令改正により、スモールボアライフ射撃場の一部及び大口径射撃場において、

プリチャージ式空気銃の使用が可能となる 

11 月 射 撃 スキート射撃場及びトラップ射撃場（両Ａ面）でコイン式プレー導入 

令和４年 ４月 プール 
アクシオン福岡プロジェクトチームとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和９年３月 31 日までの５年間 

令和５年 

４月 
センター 

アクシオン福岡プロジェクトチームとして指定管理業務開始（１期目） 

※令和 10年３月 31日までの５年間 

シェアサイクルサービス（チャリチャリ）のアクシオン福岡ポートを設置 

７月 プール 世界水泳選手権 2023福岡大会(飛込競技)〈14 日（金）～ 22 日（土）〉 

８月 プール 世界マスターズ水泳選手権 2023九州大会(飛込競技)〈２日（水）〜７日（月）〉 

令和６年 ４月 射 撃 指定管理業務開始（５期目） ※令和 11年３月 31日までの５年間 

 

所長
鶴 英樹

理 事 会

代表TEL [センター] 092-611-1717
FAX 092-611-1600

副所長
田嶋 英広

課長
中村 みお

課長
手島 和人

場長
（副所長兼務）

係長
木下 直洋

係長
早田 善雄

係長
中島 奈緒美

柿本（主任）
髙山 織田

得永 大神

前園

・財団の事務に関すること
・公印の管守に関すること
・予算及び決算に関すること
・職員の人事、給与、服務及び福利
厚生に関すること
・会計事務に関すること
・文書事務の総括に関すること
・施設設備等の維持管理に関するこ
と
・スポーツ科学情報センターの利用
に関すること
・総合プールの利用に関すること
・利用統計に関すること
・利用者の安全確保及び安全指導等
に関すること
・防災計画及び訓練に関すること
・スポーツ振興くじ助成金の申請に関
すること

・スポーツ医事・健康体力相談に関す
ること
・体力測定に関すること
・トレーニング指導に関すること
・運動技術、トレーニング法等の
調査研究に関すること
・栄養指導に関すること
・医・科学研究に関すること
・タレント発掘事業に関すること

・生涯、競技スポーツ指導者の養
成及び研修に関すること
・生涯、競技スポーツの普及促進
事業に関すること
・スポーツ教室に関すること
・スポーツ情報の収集、提供及び
相談に関すること
・刊行物等の制作に関すること
・展示コーナー等の企画運営に関
すること
・視察等の受入に関すること
・総合型地域スポーツクラブの育
成支援に関すること

・総合射撃場の管理運営に関するこ
と
・射撃競技の振興に関する事業の普
及奨励に関すること
・射撃場の利用案内及び広報に関す
ること

総務課 ［総 務 係］

スポーツ推進課

［健康科学係］

［企画情報係］

総合射撃場 TEL 092-924-6996  FAX 092-924-6996

今畑（次長）
本田 德富

令和６年４月１日現在

他理事
計10名以内の理事で構成

評 議 員 会

Ⅱ 組 織 図 と 事 務 分 掌

-6-

理事長
原 正彦
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Ⅲ 事 業 

公益財団法人福岡県スポーツ振興センター事業構成一覧 

研修・研究事業 指導者養成研修会の開催 P8参照 

スポーツ普及促進事業 
・アクシオンフェアの開催 
・市町村健康づくりサポート事業 

P8参照 

情報提供事業 

・ふくおかスポネットの運用 
・「fsweb」による情報提供事業 

・「LINE」による最新情報配信 

・「Instagram」による最新情報配信 

・「YouTube」によるスポーツ情報の動画配信 

・展示コーナーの運営・管理 
・スポーツ相談 
・刊行物・広報誌等の発行 

P9参照 

国スポサポートプロジェクト 
・科学サポート 
・分析・研究 

P10参照 

スポーツ医事・健康体力相談事業 

・総合運動能力向上相談 
・筋力向上相談 
・全身持久力向上相談 
・スポーツ心理相談 
・健康体力づくり相談 
・スポーツ医事相談 

P10～11

参照 

福岡県総合型地域スポーツクラブ活性化支援事業 総合型地域スポーツクラブの活性化支援 P12参照 

福岡県タレント発掘事業 
・セレクトプログラム 
・能力開発・育成プログラム 
・パスウェイプログラム 

P13参照 

施設提供事業 

施設利用（占用・個人）について 
・福岡県立スポーツ科学情報センター 
・福岡県立総合プール 
・福岡県立総合射撃場 

P14～16

参照 

スポーツ教室 アクシオンスクールの企画・運営 P17参照 

トレーニング指導 トレーニング指導及び利用について P18参照 

射撃競技の普及・奨励に関する事業 
・射撃教習 
・技能講習 
・環境対策業務 

P19参照 
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１ 公益財団法人福岡県スポーツ振興センター事業 

研修・研究事業

① 基本方針

体育・スポーツの推進を図るため、県民一人一人のライフステージに対応したスポーツの機会を提供

することを基本方針とします。

そのために、県民が日常生活の中でスポーツに親しみ、健やかで生きがいのある生活を目指す事業を

実施するとともに、指導者養成事業を積極的に展開します。

スポーツを科学し、情報センターとしての役割を認識し、本県における中核的スポーツ施設として市

町村では実施できないような事業 先導的・広域的 並びに市町村の参考になるような事業 モデル的 を

推進します。 

② 事業概要

ア 各種スポーツ関係指導者又は指導者を目指す者を対象とした研修会 
イ スポーツ参加の機会提供とスポーツ技術の向上を目的とした実技講習会

ウ 健康・体力づくりや競技力向上を目指す者を対象とした各種体力測定やトレーニング方法等の研修会 
エ 測定データの分析、センター利用者の意識調査等の各種調査研究 

スポーツ普及促進事業

スポーツの普及を目的として以下の事業を実施しています。 
事 業 名 内 容 主な対象者 

アクシオンフェア 
トレーニング室の無料開放、25ｍプールタイムアタッ

ク、健康体力測定、各種スポーツ・レクリエーション無

料体験（令和６年 月 日（月・祝）開催予定） 
一般県民 

市町村健康づくりサポート事業 

【出張サポート事業】 
○スタッフサービス 
○ツールサービス 

【相談サポート事業】 
○市町村等からの相談に対するアドバイス及び講師

紹介 

市町村及び 
スポーツ団体等 
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Ⅲ 事 業 

公益財団法人福岡県スポーツ振興センター事業構成一覧 
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・「Instagram」による最新情報配信 

・「YouTube」によるスポーツ情報の動画配信 

・展示コーナーの運営・管理 
・スポーツ相談 
・刊行物・広報誌等の発行 

P9参照 

国スポサポートプロジェクト 
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・分析・研究 

P10参照 

スポーツ医事・健康体力相談事業 

・総合運動能力向上相談 
・筋力向上相談 
・全身持久力向上相談 
・スポーツ心理相談 
・健康体力づくり相談 
・スポーツ医事相談 

P10～11

参照 

福岡県総合型地域スポーツクラブ活性化支援事業 総合型地域スポーツクラブの活性化支援 P12参照 

福岡県タレント発掘事業 
・セレクトプログラム 
・能力開発・育成プログラム 
・パスウェイプログラム 
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施設提供事業 

施設利用（占用・個人）について 
・福岡県立スポーツ科学情報センター 
・福岡県立総合プール 
・福岡県立総合射撃場 
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参照 

スポーツ教室 アクシオンスクールの企画・運営 P17参照 

トレーニング指導 トレーニング指導及び利用について P18参照 

射撃競技の普及・奨励に関する事業 
・射撃教習 
・技能講習 
・環境対策業務 

P19参照 
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① 基本方針

体育・スポーツの推進を図るため、県民一人一人のライフステージに対応したスポーツの機会を提供

することを基本方針とします。

そのために、県民が日常生活の中でスポーツに親しみ、健やかで生きがいのある生活を目指す事業を

実施するとともに、指導者養成事業を積極的に展開します。

スポーツを科学し、情報センターとしての役割を認識し、本県における中核的スポーツ施設として市

町村では実施できないような事業 先導的・広域的 並びに市町村の参考になるような事業 モデル的 を

推進します。 

② 事業概要

ア 各種スポーツ関係指導者又は指導者を目指す者を対象とした研修会 
イ スポーツ参加の機会提供とスポーツ技術の向上を目的とした実技講習会

ウ 健康・体力づくりや競技力向上を目指す者を対象とした各種体力測定やトレーニング方法等の研修会 
エ 測定データの分析、センター利用者の意識調査等の各種調査研究 

スポーツ普及促進事業

スポーツの普及を目的として以下の事業を実施しています。 
事 業 名 内 容 主な対象者 

アクシオンフェア 
トレーニング室の無料開放、25ｍプールタイムアタッ

ク、健康体力測定、各種スポーツ・レクリエーション無

料体験（令和６年 月 日（月・祝）開催予定） 
一般県民 

市町村健康づくりサポート事業 

【出張サポート事業】 
○スタッフサービス 
○ツールサービス 

【相談サポート事業】 
○市町村等からの相談に対するアドバイス及び講師

紹介 

市町村及び 
スポーツ団体等 
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(4)  国スポサポートプロジェクト 

   福岡県スポーツ推進計画で示す一貫指導理念と国民スポーツ大会常時８位以内の入賞を目標として、ス

ポーツ科学や情報ネットワークを活用した各種サポートを行います。 
事 業 名 内   容 主な対象者 

国スポサポートプロジェクト 

対戦相手を科学的に分析すること等により、福岡県

代表選手・チーム・指導者（監督・コーチ）に対し、

戦術・戦略や対策のプランニングに活用できると考

えられる情報を提供し、競技団体が目指す成績獲得

に寄与するとともに、得られた情報を多角的に分

析・研究すること等により、今後の本県競技力向上

に活用します。 

福岡県国スポ代表 
選手・チーム等 

 

(5) スポーツ医事・健康体力相談事業 

①  基本方針  
競技力向上を目指す競技者や健康体力づくりを行う県民の体力を測定し、個人の目的に応じた運動及び

トレーニングの指導助言を行うとともに、測定データを蓄積し、望ましいスポーツ活動の在り方について

調査研究を行うことにより、本県体育・スポーツの一層の普及振興に寄与します。 
 

② 事業内容 

相談事業名 内            容 主な対象者 

総合運動能力向上相談 

 

一般的な体力測定や筋力、全身持久力、神経系等の

専門的測定を行い、体力の総合的な分析、評価を行

います。さらに、求めに応じて、競技フォームの解

析及びフォースプレート等の測定による身体運動

の分析、評価に基づき、技術習得のための指導を行

います。 
競技者 

形態計測、基礎的体力、無酸素パワー、 

単関節筋力測定、全身持久力テスト（推定最大酸素

摂取量）等 

分

野

別

相

談 

筋力向上相談 
(身体運動系相談) 

下肢、上肢、体幹の筋力及び筋持久力等の測定、評

価に基づき、種目特性に応じた筋力トレーニング指

導・動作分析等を行います。 

競技者 

形態計測、基礎的体力、単関節筋力測定（上肢、下

肢、体幹）、筋持久力測定等 

全身持久力向上相談 

呼吸代謝測定、乳酸測定等による全身持久力の分

析、評価に基づき、トレーニング指導を行います。 

形能計測、乳酸測定、最大酸素摂取量測定（直接法） 

スポーツ心理相談 
メンタルトレーニング指導を行い、ピークパフォー

マンスをサポートします。 

-9- 
 

情報提供事業

スポーツの普及と競技力の向上を目指して以下の事業を実施しています。

ア ホームページ「ふくおかスポネット」によるスポーツ施設・団体・人材の情報や催し等の情報提供

イ メール配信「 」によるスポーツ情報等の提供

ウ 「 」による最新情報配信

エ 「 」による最新情報配信

オ 「 」によるスポーツ情報の動画配信

カ 展示コーナーの運営

キ スポーツ相談

ク 刊行物・広報誌の発行及びホームページ「ふくおかスポネット」への掲示による体育・スポーツの普

及促進

一
　
　
　
般
　
　
　
県
　
　
　
民
　
　
　
等

スポーツ情報
サービス

スポーツ相談

ホームページ、
公式SNSの運用と
情報提供

展示コーナーの
運営

広報誌等の発行

施設、人材、団体、図書、視聴覚、催し、競
技新記録、研修会等スポーツに関するプログ
ラミング

・国の最新情報
・他県のスポーツ情報
・本県の最新スポーツ情報

問合せ・回答

　福岡県スポーツ情報ネットワーク
　　ホームページ「ふくおかスポネット」　https://www.sponet.pref.fukuoka.jp
　
  アクシオン福岡公式SNS
  　 LINE       @npz9420g
　 　Instagram  https://www.instagram.com/accionfukuoka/
　 　Youtube    https://www.youtube.com/channel/UC4DwtfWKiqAj62RBpchfs7Q

コンピュータ及び
インターネットに
よるデータベース
化、ファイル化

ス
ポ
ー

ツ
情
報
提
供

市町村
関係団体

問合せ・回答

ふくおか
スポネット
にて配信

情報提供

閲覧

見学

各種の照会に対する回答

・スポーツイベント情報
・スポーツ施設情報
・コミュニケーション広場
・総合型地域スポーツクラブ情報
・スポーツリーダーバンク
・スポーツ医・科学情報
・各種大会情報

・常設展示
・企画展示
・スポーツ伝言板

・要覧　・広報誌

電子メールによる
スポーツ情報配信
システム（fsweb）

窓口・電話・受付

随時更新

展示コーナー

定期発行
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(4)  国スポサポートプロジェクト 

   福岡県スポーツ推進計画で示す一貫指導理念と国民スポーツ大会常時８位以内の入賞を目標として、ス

ポーツ科学や情報ネットワークを活用した各種サポートを行います。 
事 業 名 内   容 主な対象者 

国スポサポートプロジェクト 

対戦相手を科学的に分析すること等により、福岡県

代表選手・チーム・指導者（監督・コーチ）に対し、

戦術・戦略や対策のプランニングに活用できると考

えられる情報を提供し、競技団体が目指す成績獲得

に寄与するとともに、得られた情報を多角的に分

析・研究すること等により、今後の本県競技力向上

に活用します。 

福岡県国スポ代表 
選手・チーム等 

 

(5) スポーツ医事・健康体力相談事業 

①  基本方針  
競技力向上を目指す競技者や健康体力づくりを行う県民の体力を測定し、個人の目的に応じた運動及び

トレーニングの指導助言を行うとともに、測定データを蓄積し、望ましいスポーツ活動の在り方について

調査研究を行うことにより、本県体育・スポーツの一層の普及振興に寄与します。 
 

② 事業内容 

相談事業名 内            容 主な対象者 

総合運動能力向上相談 

 

一般的な体力測定や筋力、全身持久力、神経系等の

専門的測定を行い、体力の総合的な分析、評価を行

います。さらに、求めに応じて、競技フォームの解

析及びフォースプレート等の測定による身体運動

の分析、評価に基づき、技術習得のための指導を行

います。 
競技者 

形態計測、基礎的体力、無酸素パワー、 

単関節筋力測定、全身持久力テスト（推定最大酸素

摂取量）等 

分

野

別

相

談 

筋力向上相談 
(身体運動系相談) 

下肢、上肢、体幹の筋力及び筋持久力等の測定、評

価に基づき、種目特性に応じた筋力トレーニング指

導・動作分析等を行います。 

競技者 

形態計測、基礎的体力、単関節筋力測定（上肢、下

肢、体幹）、筋持久力測定等 

全身持久力向上相談 

呼吸代謝測定、乳酸測定等による全身持久力の分

析、評価に基づき、トレーニング指導を行います。 

形能計測、乳酸測定、最大酸素摂取量測定（直接法） 

スポーツ心理相談 
メンタルトレーニング指導を行い、ピークパフォー

マンスをサポートします。 
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健

康

体

力

づ

く

り

相

談 

健康づくりコース 

全身持久力・骨強度等の測定を行い、測定結果に基

づいて特に健康づくりの観点から日常の運動及びト

レーニングの指導を行います。 

健康体力づくりを

目指す者 

形態計測、体脂肪、骨強度測定、全身持久力テスト

（推定最大酸素摂取量）等 

体力づくりコース 

全身持久力・一般的な体力測定等を行い、測定結果

に基づいて特に体力づくりの観点から日常の運動及

びトレーニングの指導を行います。 
形態計測、体脂肪、全身持久力テスト、基礎体力測

定（筋力、瞬発力等）、ASTRIM FIT（ヘモグロビン

推定値測定）等 

ス ポ ー ツ 医 事 相 談 

スポーツ障害等の相談に応じ、原因、今後の対処法

等について、医学的立場から指導を行います。 
競技者 

医事相談に基づくスポーツ障害等についての医師に

よるカウンセリング等 

 

③  測定機器 

健康体力測定室に整備する測定機器は約 40種であり、その主要機器は以下に示すとおりです。 

測 定 機 器 名 概   要 

自 転 車 パ ワ ー 測 定 器 短時間の全力ペダリングによる無酸素パワー測定 

集団用運動負荷試験システム 
自転車エルゴメーターを最大16分間行い、負荷中の心電図を測定

することで、最大酸素摂取量を推定（間接法） 

個人用運動負荷試験システム 
トレッドミル走の最大負荷テストにより呼気ガスを分析し、最大

酸素摂取量を測定（直接法） 

等速性筋力測定器(ﾊﾞｲｵﾃﾞｯｸｽ) 身体各部位の等速性運動による筋力及び筋持久力を測定 

フ ォ ー ス プ レ ー ト 
足圧測定板上でのパフォーマンスによる重心動揺や足圧変動を 

測定 

リバウンドドロップジャンプ 
高さ30㎝の台から落下し、着地後、即座にジャンプを行い、この

時の接地時間と滞空時間から特に下肢のバネ的能力を評価 

ラ ッ プ セ ン サ ー 光電センサーを設置し、設置区間の疾走速度等を評価 
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健
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体

力

づ
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り

相
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健康づくりコース 

全身持久力・骨強度等の測定を行い、測定結果に基

づいて特に健康づくりの観点から日常の運動及びト

レーニングの指導を行います。 

健康体力づくりを
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形態計測、体脂肪、骨強度測定、全身持久力テスト

（推定最大酸素摂取量）等 

体力づくりコース 

全身持久力・一般的な体力測定等を行い、測定結果

に基づいて特に体力づくりの観点から日常の運動及

びトレーニングの指導を行います。 
形態計測、体脂肪、全身持久力テスト、基礎体力測

定（筋力、瞬発力等）、ASTRIM FIT（ヘモグロビン

推定値測定）等 

ス ポ ー ツ 医 事 相 談 

スポーツ障害等の相談に応じ、原因、今後の対処法

等について、医学的立場から指導を行います。 
競技者 

医事相談に基づくスポーツ障害等についての医師に

よるカウンセリング等 

 

③  測定機器 

健康体力測定室に整備する測定機器は約 40種であり、その主要機器は以下に示すとおりです。 

測 定 機 器 名 概   要 

自 転 車 パ ワ ー 測 定 器 短時間の全力ペダリングによる無酸素パワー測定 

集団用運動負荷試験システム 
自転車エルゴメーターを最大16分間行い、負荷中の心電図を測定

することで、最大酸素摂取量を推定（間接法） 

個人用運動負荷試験システム 
トレッドミル走の最大負荷テストにより呼気ガスを分析し、最大

酸素摂取量を測定（直接法） 

等速性筋力測定器(ﾊﾞｲｵﾃﾞｯｸｽ) 身体各部位の等速性運動による筋力及び筋持久力を測定 

フ ォ ー ス プ レ ー ト 
足圧測定板上でのパフォーマンスによる重心動揺や足圧変動を 

測定 

リバウンドドロップジャンプ 
高さ30㎝の台から落下し、着地後、即座にジャンプを行い、この

時の接地時間と滞空時間から特に下肢のバネ的能力を評価 

ラ ッ プ セ ン サ ー 光電センサーを設置し、設置区間の疾走速度等を評価 
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(6) 福岡県総合型地域スポーツクラブ活性化支援事業 

① 目的 

  各クラブ及び各地区連絡協議会及び県連絡協議会の更なる活性化に努め、地域に根付いたクラブ運営の

基盤整備を支援します。 

   各地区連絡協議会及び県連絡協議会のマネジメントを支援するため、事務局の在り方、クラブ間のネッ

トワークづくりに向けた事業の調査分析を行います。 

  

② 事業 

  ア 自立化事業：クラブの安定した経営、主体的な運営を促す事業 

（ｱ） クラブ調査（訪問） 

     各教育事務所のスポーツ担当者と連携し、県内各クラブの基本情報や活動状況、マネジャーの配置、

活動資金の運用、行政との連携など各クラブの課題を明らかにします。 

  （ｲ） クラブ分析・企画 

     各クラブの諸問題の解決を支援するための、育成部会、県連絡協議会と連携し、各地区連絡協議会

及びクラブに有益な事業や人材の育成などに関する情報を提供します。 

  （ｳ） 具現化 

     各地区連絡協議会や教育事務所と連携を図りながら、クラブの活動の発展・充実につなげる支援を

実現し、課題解決につなげます。 

 

  イ 発展化事業：クラブのネットワーク強化事業 

  （ｱ）福岡県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の支援 

県連絡協議会及び各地区連絡協議会の更なる発展に向け、自主的な運営や各地区連絡協議会の組織

強化並びに各クラブ間のネットワーク構築を具現化します。 

・事務局体制を充実させるための支援 

・県連絡協議会に求心力を持たせるためのクラブ研修会等、活性化事業の開催 

・各クラブの活動の活性化に向けた支援 

・県連絡協議会に加盟していないクラブへの加盟促進 
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(7) 福岡県タレント発掘事業 

① 目的 

県内の体力･運動能力に優れた人材を見出し、それら人材への適切な指導を組織的･計画的

に行うことにより、子どもたちがスポーツにふれあう機会や自分にあった競技を見つけ、よ

り高いレベルで活躍できる機会をつくり、世界で活躍できる可能性を広げることができるよ

う、そのスポーツ活動を支援することを目的とします。 
 

子どもたちの能力を   見 つ け 

           育 て 

            活 か す   事業です 
② 概要 

   実施主体 

   福岡県タレント発掘事業は、福岡県内をはじめ、多くのスポーツに関連する組織の協力の

下、運営されています。 

主 催  公益財団法人福岡県スポーツ協会 

公益財団法人福岡県スポーツ振興センター 

共 催  福岡県教育委員会 

後 援  独立行政法人日本スポーツ振興センター  

協 力  公益財団法人日本オリンピック委員会 

主 管  福岡県タレント発掘実行委員会   
 
   事業内容  

構成プログラム 事  業  内  容 

～見つける～ 
セレクトプログラム 

子どもたちの「能力を見極め

る」こと、子どもたちが「飛躍

的に成長できる時期を逃さな

い」といった観点から、選考の

対象学年を小学４年生から中

学１年生としています。 

・１次選考会 
・２次選考会 
・３次選考会 
・受講生測定会 

～育てる～ 
能力開発・育成プログラム 

選出した子どもたちの潜在

する能力を開発・育成し、将来

より高いレベルで活躍するた

めの能力の獲得・向上を目的と

しています。 
小学５年生から中学３年生

を対象とし、最長５年間の育成

を行います。 

・身体能力開発・育成プログラム 
・知的能力開発・育成プログラム 
・保護者プログラム 
・特別プログラム 

～活かす～ 
パスウェイプログラム 

育成された個人の能力を評

価し、その能力が活かせる競

技・個人の目標が達成できる競

技へと繋ぎます。 

・オーディション 
・トライアウト 
・三者面談、個人面談 
・修了生サポートプログラム 
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(8) 施設提供事業 

① 福岡県立スポーツ科学情報センター 

  ア 占用利用について 

区 分 受 付 の 時 期 備 考 

ア リ ー ナ 

クライミングウォール 

ボルダリングウォール 

研修室・会議室 

特 別 予 約 ・前年度の10月から受付開始 申込調整、前年度12月確定 

準特別予約 
・前年度の１月から受付開始 

＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月 

確定、前年度１月末 

確定後は先着順 

一 般 予 約 
・利用月の６ヶ月前の初日から受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

次年度の４月から８月につ

いては、２月上旬に電話受付

後に抽選し、抽選順に予約を

確定する。 

９月予約は３月受付、10月予

約は４月受付。以降同様に行

う。 

定期利用予約 ・利用月の１ヶ月前の初日から受付開始 

電話受付後に抽選し、抽選順

に予約を確定する。 

定期利用とは、練習等で定期

的に利用することを表す。 

（ア） 予約受付時間は、９時から21時までとします。 
（イ） 利用する場合は、利用する日の15日前までに、施設利用申請書等の提出が必要です。 
（ウ） 特別予約の対象は、センターが必要と認める団体（県・県教育委員会及び競技団体等）が主催・ 

後援する競技会及び行事とします。 

（エ） 準特別予約の対象は、センターが必要と認める大会（九州大会規模以上または、それに準ずる大 

会であり、参加選手が200名以上であること）を開催する場合とします。  

（オ） 休所日は毎週月曜日（ただし祝日と長期休業中は営業）と12月28日～翌年１月４日までです。 

（カ） クライミングウォール・ボルダリングウォール施設の占有利用を希望する団体は、事前に電話で

空き状況確認の上、利用可能な場合は、各都道府県の山岳・スポーツクライミング連盟が発行する

利用許可証または福岡県立スポーツ科学情報センターが発行する利用許可証一覧を、ＦＡＸ・郵送・

メールにて当センターへ事前に送付します。ＦＡＸの場合は、当日の朝までに原本を提出します。

警察署、消防署、自衛隊など、公的機関所属の団体で救難救助・遭難救助を目的とする場合は、事

前にクライミングウォール･ボルダリングウォール利用許可証交付申請書を提出の後、利用許可が出

た場合に利用できるものとします。 
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(7) 福岡県タレント発掘事業 

① 目的 

県内の体力･運動能力に優れた人材を見出し、それら人材への適切な指導を組織的･計画的

に行うことにより、子どもたちがスポーツにふれあう機会や自分にあった競技を見つけ、よ

り高いレベルで活躍できる機会をつくり、世界で活躍できる可能性を広げることができるよ

う、そのスポーツ活動を支援することを目的とします。 
 

子どもたちの能力を   見 つ け 

           育 て 

            活 か す   事業です 
② 概要 

   実施主体 

   福岡県タレント発掘事業は、福岡県内をはじめ、多くのスポーツに関連する組織の協力の

下、運営されています。 

主 催  公益財団法人福岡県スポーツ協会 

公益財団法人福岡県スポーツ振興センター 

共 催  福岡県教育委員会 

後 援  独立行政法人日本スポーツ振興センター  

協 力  公益財団法人日本オリンピック委員会 

主 管  福岡県タレント発掘実行委員会   
 
   事業内容  

構成プログラム 事  業  内  容 

～見つける～ 
セレクトプログラム 

子どもたちの「能力を見極め

る」こと、子どもたちが「飛躍

的に成長できる時期を逃さな

い」といった観点から、選考の

対象学年を小学４年生から中

学１年生としています。 

・１次選考会 
・２次選考会 
・３次選考会 
・受講生測定会 

～育てる～ 
能力開発・育成プログラム 

選出した子どもたちの潜在

する能力を開発・育成し、将来

より高いレベルで活躍するた

めの能力の獲得・向上を目的と

しています。 
小学５年生から中学３年生

を対象とし、最長５年間の育成

を行います。 

・身体能力開発・育成プログラム 
・知的能力開発・育成プログラム 
・保護者プログラム 
・特別プログラム 

～活かす～ 
パスウェイプログラム 

育成された個人の能力を評

価し、その能力が活かせる競

技・個人の目標が達成できる競

技へと繋ぎます。 

・オーディション 
・トライアウト 
・三者面談、個人面談 
・修了生サポートプログラム 
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(8) 施設提供事業 

① 福岡県立スポーツ科学情報センター 

  ア 占用利用について 

区 分 受 付 の 時 期 備 考 

ア リ ー ナ 

クライミングウォール 

ボルダリングウォール 

研修室・会議室 

特 別 予 約 ・前年度の10月から受付開始 申込調整、前年度12月確定 

準特別予約 
・前年度の１月から受付開始 

＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月 

確定、前年度１月末 

確定後は先着順 

一 般 予 約 
・利用月の６ヶ月前の初日から受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

次年度の４月から８月につ

いては、２月上旬に電話受付

後に抽選し、抽選順に予約を

確定する。 

９月予約は３月受付、10月予

約は４月受付。以降同様に行

う。 

定期利用予約 ・利用月の１ヶ月前の初日から受付開始 

電話受付後に抽選し、抽選順

に予約を確定する。 

定期利用とは、練習等で定期

的に利用することを表す。 

（ア） 予約受付時間は、９時から21時までとします。 
（イ） 利用する場合は、利用する日の15日前までに、施設利用申請書等の提出が必要です。 
（ウ） 特別予約の対象は、センターが必要と認める団体（県・県教育委員会及び競技団体等）が主催・ 

後援する競技会及び行事とします。 

（エ） 準特別予約の対象は、センターが必要と認める大会（九州大会規模以上または、それに準ずる大 

会であり、参加選手が200名以上であること）を開催する場合とします。  

（オ） 休所日は毎週月曜日（ただし祝日と長期休業中は営業）と12月28日～翌年１月４日までです。 

（カ） クライミングウォール・ボルダリングウォール施設の占有利用を希望する団体は、事前に電話で

空き状況確認の上、利用可能な場合は、各都道府県の山岳・スポーツクライミング連盟が発行する

利用許可証または福岡県立スポーツ科学情報センターが発行する利用許可証一覧を、ＦＡＸ・郵送・

メールにて当センターへ事前に送付します。ＦＡＸの場合は、当日の朝までに原本を提出します。

警察署、消防署、自衛隊など、公的機関所属の団体で救難救助・遭難救助を目的とする場合は、事

前にクライミングウォール･ボルダリングウォール利用許可証交付申請書を提出の後、利用許可が出

た場合に利用できるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

– 14 –



15 

 

 

イ 個人利用について 

（ア） サブアリーナ・多目的アリーナ 
利用対象 少人数の利用者を対象に施設利用を受け付けます。 
利 用 日 毎週 火・木曜日（ただし、占用利用できないことがあります。） 
利用時間 ９時～21時（ただし、団体占有時は利用できないことがあります。） 

実施種目 卓球、バドミントン、武道、ダンス等 
（イ） クライミングウォール・ボルダリングウォール 

       利用対象 ・ボルダリングウォールを利用する者は、福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が 

実施する「ボルダリング施設利用者認定検定会」を受講した者で、同連盟が交付す

る「ボルダリング施設利用者認定証」を有する者とします。 

             ・クライミングウォールを利用する者は、福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が

実施する「クライミング施設利用者認定検定会」を受講し、修了試験に合格した

者で、同連盟が交付する「クライミング施設利用者認定証」を有する者とします。

なお、「クライミング施設利用者認定証」を有する者は、ボルダリングウォール

の利用もできます。 

             ・指導者としてクライミングウォール及びボルダリングウォールを利用できる者は、

福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が実施する「指導者認定検定会」を受講

し、修了試験に合格した者で、同連盟が交付する「指導者認定書」を有する者と

します。 

       利 用 日 火曜日から日曜日まで（ただし、占用利用できないことがあります。） 

       利用時間 ９時～21時 

（ウ） 休所日は毎週月曜日（ただし、祝日の日は営業）及び年末年始（12月28日～翌年１月４日） 

 
 ② 福岡県立総合プール 

  ア 占用利用の場合 

 区     分 受付の時期 備  考  

50ｍプール 
25ｍプール 
飛込プール 

スケートリンク 

特 別 予 約 ・前年度の11月から受付開始 申込調整、前年度12月末 
確定後は先着順 

準 特 別 予 約 ・前年度の１月から受付開始 
＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月末 
確定後は先着順 

一 般 予 約 
・使用月の６ヶ月前の初日か 
ら受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

先着順、窓口優先 
※ただし、特別予約確定以後 

会 議 室 

特 別 予 約 ・前年度の11月から受付開始 申込調整、前年度12月末 
確定後は先着順 

準 特 別 予 約 ・前年度の１月から受付開始 
＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月末 
確定後は先着順 

一 般 予 約 
・使用月の６ヶ月前の初日か 
ら受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

先着順、窓口優先 
※ただし、特別予約確定以後 

(ア) 予約受付時間は、９時から21時までとします。 
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(イ) 利用する場合は利用する日の15日前までに、施設利用申請書等の提出が必要です。 
(ウ）特別予約の対象は、センターが必要と認める団体（県・県教育委員会及び競技団体等）が主催・後

援する競技会及び行事とします。 
(エ) 準特別予約の対象は、センターが必要と認める大会（九州大会規模以上または、それに準ずる大会

であり、参加選手が200名以上である事）を開催する場合とします。  
  イ 学校利用の場合 

     予約手続  学校利用申請書を提出し、担当者と事前の打合せを行います。 
        減  免  占用利用の半額・個人利用料金の半額（スケートの場合、貸靴料は減免しません） 
  ウ 団体利用の場合 

        手  続    団体利用申請書を提出し、担当者と事前の打合せを行います。 
         適用人数及び減免 

 適用人数 30人以上 100人以上 200人以上  

減 免 率 ２ 割 ４ 割 ５ 割 
 

  エ 個人利用の場合 

 施 設 名 期  間 時  間  

夏 季 プ ー ル ７月１日～９月30日 ９：00～20：45 

温 水 プ ー ル 10月15日～翌年６月30日 
13：00～20：45 (火～金) 
９：00～20：45 (土、日、祝日) 

スケートリンク 11月１日～翌年４月10日 
13：00～20：30 (火～金) 
９：00～20：30 (土、日、祝日) 

         競技会等のため、利用できない日又は時間があります。 
   ※休館は毎週月曜日（祝日のときは営業）、年末年始は12月30日～翌年の１月１日までとなります。 
 
③ 福岡県立総合射撃場 

利用時間 ９時～17時 
休 業 日 毎週 月・火曜日 

        （ただし、ライフル 月･火･木曜日） 
               12月29日～翌年１月３日までの日 
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イ 個人利用について 

（ア） サブアリーナ・多目的アリーナ 
利用対象 少人数の利用者を対象に施設利用を受け付けます。 
利 用 日 毎週 火・木曜日（ただし、占用利用できないことがあります。） 
利用時間 ９時～21時（ただし、団体占有時は利用できないことがあります。） 

実施種目 卓球、バドミントン、武道、ダンス等 
（イ） クライミングウォール・ボルダリングウォール 

       利用対象 ・ボルダリングウォールを利用する者は、福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が 

実施する「ボルダリング施設利用者認定検定会」を受講した者で、同連盟が交付す

る「ボルダリング施設利用者認定証」を有する者とします。 

             ・クライミングウォールを利用する者は、福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が

実施する「クライミング施設利用者認定検定会」を受講し、修了試験に合格した

者で、同連盟が交付する「クライミング施設利用者認定証」を有する者とします。

なお、「クライミング施設利用者認定証」を有する者は、ボルダリングウォール

の利用もできます。 

             ・指導者としてクライミングウォール及びボルダリングウォールを利用できる者は、

福岡県山岳・スポーツクライミング連盟が実施する「指導者認定検定会」を受講

し、修了試験に合格した者で、同連盟が交付する「指導者認定書」を有する者と

します。 

       利 用 日 火曜日から日曜日まで（ただし、占用利用できないことがあります。） 

       利用時間 ９時～21時 

（ウ） 休所日は毎週月曜日（ただし、祝日の日は営業）及び年末年始（12月28日～翌年１月４日） 

 
 ② 福岡県立総合プール 

  ア 占用利用の場合 

 区     分 受付の時期 備  考  

50ｍプール 
25ｍプール 
飛込プール 

スケートリンク 

特 別 予 約 ・前年度の11月から受付開始 申込調整、前年度12月末 
確定後は先着順 

準 特 別 予 約 ・前年度の１月から受付開始 
＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月末 
確定後は先着順 

一 般 予 約 
・使用月の６ヶ月前の初日か 
ら受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

先着順、窓口優先 
※ただし、特別予約確定以後 

会 議 室 

特 別 予 約 ・前年度の11月から受付開始 申込調整、前年度12月末 
確定後は先着順 

準 特 別 予 約 ・前年度の１月から受付開始 
＊ただし、特別予約確定後 

申込調整、前年度１月末 
確定後は先着順 

一 般 予 約 
・使用月の６ヶ月前の初日か 
ら受付開始 

＊ただし、準特別予約確定後 

先着順、窓口優先 
※ただし、特別予約確定以後 

(ア) 予約受付時間は、９時から21時までとします。 
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(イ) 利用する場合は利用する日の15日前までに、施設利用申請書等の提出が必要です。 
(ウ）特別予約の対象は、センターが必要と認める団体（県・県教育委員会及び競技団体等）が主催・後

援する競技会及び行事とします。 
(エ) 準特別予約の対象は、センターが必要と認める大会（九州大会規模以上または、それに準ずる大会

であり、参加選手が200名以上である事）を開催する場合とします。  
  イ 学校利用の場合 

     予約手続  学校利用申請書を提出し、担当者と事前の打合せを行います。 
        減  免  占用利用の半額・個人利用料金の半額（スケートの場合、貸靴料は減免しません） 
  ウ 団体利用の場合 

        手  続    団体利用申請書を提出し、担当者と事前の打合せを行います。 
         適用人数及び減免 

 適用人数 30人以上 100人以上 200人以上  

減 免 率 ２ 割 ４ 割 ５ 割 
 

  エ 個人利用の場合 

 施 設 名 期  間 時  間  

夏 季 プ ー ル ７月１日～９月30日 ９：00～20：45 

温 水 プ ー ル 10月15日～翌年６月30日 
13：00～20：45 (火～金) 
９：00～20：45 (土、日、祝日) 

スケートリンク 11月１日～翌年４月10日 
13：00～20：30 (火～金) 
９：00～20：30 (土、日、祝日) 

         競技会等のため、利用できない日又は時間があります。 
   ※休館は毎週月曜日（祝日のときは営業）、年末年始は12月30日～翌年の１月１日までとなります。 
 
③ 福岡県立総合射撃場 

利用時間 ９時～17時 
休 業 日 毎週 月・火曜日 

        （ただし、ライフル 月･火･木曜日） 
               12月29日～翌年１月３日までの日 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈射撃場の施設利用〉 
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(9) スポーツ教室 

専門的な指導者によるスポーツ教室を通して、スポーツの楽しさや喜びを体験するとともに、幼児・小

学生から大人まで、幅広い内容と時間を提供し、個々のニーズにあったスポーツライフの実現と体力つく

りのため、以下の教室を実施しています。 
 

ア センタープログラム 

プログラム名 実施回数 定員 対象 受講料 

スタジオプログラム 
年 ４期 
各 10回 

18教室 
各 15名又は 20名 

満 16歳以上 
10,000円 
(保険料込み) 

シニアプログラム 
年 ４期 
各 10回 

６教室 
各 15名又は 20名 

満 45歳以上 
5,100円 
(保険料込み) 

ジュニア 
プログラム 

ダンス 
(ヒップホップ・チア) 

年 ４期 
各 10回 

４教室 
各 15名又は 20名 

年中～小学生 
6,400円 
(保険料込み) 

体操 
年 ４期 
各 10回 

２教室 
各 24名 

年中～小学生 
6,400円 
(保険料込み) 

ボルダリング 月３～４回 
７教室 
各 10名 

小学生 
月額 3,000円 
(保険料込み) 

中高生ヒップホップダンス 月３～４回 
１教室 
20名 

中学生～大学生 
月額 3,000円 
(保険料込み) 

                    

イ プールプログラム 

プログラム名 実施回数 定員 対象 受講料 

競泳 
プログラム 

一般水泳 

月２～４回 

５教室 
各 20名 

中学生以上 月額3,100円 

スキルアップマスターズ 
３教室 
各 20名 

水中運動 
プログラム 

ヒザ・腰スッキリ教室 20名 

トータルコンディションドック  15名 

アクアビクス 20名 

ナイトアクアビクス 20名 

アクアヨガ 20名 

ジュニア水泳 
プログラム 

幼児・児童クラス 
月２～４回 

４教室 
各 25名 

年少～小学２年 
月額3,100円 

児童クラス 
４教室 
各 50名 

小学生 

選手・育成 
コース 

選手コース 週６回 
30名 小学生～大学生 

月額9,400円 

育成コース 週４回 月額7,700円 

アーティスティックスイミング 月２～４回 20名 年少～中学生 月額2,300円 

飛込教室 月２～４回 10名 小学生 月額2,300円 

水球教室 月２～４回 35名 小学生～中学生 月額3,100円 

 

ウ スケートプログラム 

プログラム名 実施回数 定員 対象 受講料 

初級スケート 
幼児・低学年児童クラス 前期・後期

各５回 

各 20名 年少～小学 2年 

8,000円 
(保険料込み) 

児童クラス 各 25名 小学生 

中級スケート 
幼児・低学年児童クラス 前期・後期

各５回 

各 20名 年少～小学 2年 

児童クラス 各 25名 小学生 

フィギュアスケート 
前期・後期 

各５回 
各 20名 小学生 

アイスホッケー 
前期・後期 
各５回  

各 30名 小学生 

短期スケート 
土曜 
不定期開催 

各 40名 年少～小学生 1回 1,600円 
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(10) トレーニング指導 
 専門的トレーニング機器を備え、トレーニング室利用者が、自分の体力や目的に応じたトレーニング 

を安全かつ継続的に行えるよう、適切な機器の使用方法やトレーニングの指導を行っています。 

 

① 利用対象 原則として高校生以上とします。 
ただし、中学生の利用は、下記の条件を満たす場合に限り認めます。 
・指導者が引率して利用する生徒 
・高校生以上の同伴で利用する生徒 
＊小学生が卒業した場合は、４月１日から利用できます。中学生が利用する場合は、引

率者（同伴者）が必要です。高校生が卒業した場合は、４月１日以降は一般料金とな

ります。 
② 利用時間 ９時～21時 

③ 利用施設（利用できる施設） 

トレーニング室（エアロビクス室、幼児コーナーを含む） 
リラクセーションルーム、浴室、サウナ 
＊幼児コーナーは３歳から小学校３年生までご利用できます。 

④ 休 室 日 毎週月曜日（ただし祝日のときは開室）及び年末年始（12月28日～翌年１月４日） 

   

  ⑤ トレーニング室利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 整備機器      

・有酸素系マシン（トレッドミル・ステップ・エルゴメーター） 

・筋力トレーニング系マシン（胸筋・上肢・背筋・腹筋・下肢） 

・フリーウエイト系各種 

 

初回利用 

 

問診票記入 

体重・血圧チェック 

希望コースの選択 

利用心得の説明 

 ストレッチ実技 

トレーニング機器説明 

トレーニング実技 

ストレッチ（整理体操） 

体重・血圧チェック 

カルテ記入 

２回目以降 

体重・血圧チェック 

ストレッチ（準備運動） 

トレーニング実施 

ストレッチ（整理体操） 

体重・血圧チェック 

カルテ記入 
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(9) スポーツ教室 

専門的な指導者によるスポーツ教室を通して、スポーツの楽しさや喜びを体験するとともに、幼児・小

学生から大人まで、幅広い内容と時間を提供し、個々のニーズにあったスポーツライフの実現と体力つく

りのため、以下の教室を実施しています。 
 

ア センタープログラム 

プログラム名 実施回数 定員 対象 受講料 

スタジオプログラム 
年 ４期 
各 10回 

18教室 
各 15名又は 20名 

満 16歳以上 
10,000円 
(保険料込み) 

シニアプログラム 
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5,100円 
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各 10回 
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各 20名 
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４教室 
各 25名 
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月額3,100円 

児童クラス 
４教室 
各 50名 

小学生 

選手・育成 
コース 

選手コース 週６回 
30名 小学生～大学生 

月額9,400円 

育成コース 週４回 月額7,700円 
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初級スケート 
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各５回 
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8,000円 
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フィギュアスケート 
前期・後期 

各５回 
各 20名 小学生 

アイスホッケー 
前期・後期 
各５回  

各 30名 小学生 

短期スケート 
土曜 
不定期開催 

各 40名 年少～小学生 1回 1,600円 
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(10) トレーニング指導 
 専門的トレーニング機器を備え、トレーニング室利用者が、自分の体力や目的に応じたトレーニング 

を安全かつ継続的に行えるよう、適切な機器の使用方法やトレーニングの指導を行っています。 

 

① 利用対象 原則として高校生以上とします。 
ただし、中学生の利用は、下記の条件を満たす場合に限り認めます。 
・指導者が引率して利用する生徒 
・高校生以上の同伴で利用する生徒 
＊小学生が卒業した場合は、４月１日から利用できます。中学生が利用する場合は、引

率者（同伴者）が必要です。高校生が卒業した場合は、４月１日以降は一般料金とな

ります。 
② 利用時間 ９時～21時 

③ 利用施設（利用できる施設） 

トレーニング室（エアロビクス室、幼児コーナーを含む） 
リラクセーションルーム、浴室、サウナ 
＊幼児コーナーは３歳から小学校３年生までご利用できます。 

④ 休 室 日 毎週月曜日（ただし祝日のときは開室）及び年末年始（12月28日～翌年１月４日） 

   

  ⑤ トレーニング室利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 整備機器      

・有酸素系マシン（トレッドミル・ステップ・エルゴメーター） 

・筋力トレーニング系マシン（胸筋・上肢・背筋・腹筋・下肢） 

・フリーウエイト系各種 

 

初回利用 

 

問診票記入 

体重・血圧チェック 

希望コースの選択 

利用心得の説明 

 ストレッチ実技 

トレーニング機器説明 

トレーニング実技 

ストレッチ（整理体操） 

体重・血圧チェック 

カルテ記入 

２回目以降 

体重・血圧チェック 

ストレッチ（準備運動） 

トレーニング実施 

ストレッチ（整理体操） 

体重・血圧チェック 

カルテ記入 
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(11) 射撃競技の普及・奨励に関する事業 
① 射撃教習 

猟銃の所持の許可を受けようとする者に対し、猟銃の操作及び射撃に関する技能の教習を行いま 
す。 

    
② 技能講習 

      猟銃等の所持の許可の更新を受けようとする者に対し、猟銃の操作及び射撃の技能に関する講習 
を行います。 

 

③ 環境対策事業 

      福岡県立総合射撃場において、使用された鉛弾に由来する鉛が原因で環境保全上の問題が生じるこ

とがないように以下の業務を行います。 
ア 定期清掃 

イ 調整池等の浚渫 

ウ 水質検査 

エ 保護マット補修 

オ ゼオライトの維持管理 

カ 産廃処理 

キ 周辺住民との連絡調整 
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２ 令和６年度 事業計画 
  

(1) 公益財団法人福岡県スポーツ振興センター 

 

月 日 事 業 名 アクシオンスクール 

４ 
13日 
25日 

タレント発掘事業開講式 
市町村スポーツ関係者研修会 

   

５ 

 
下旬〜 

タレント発掘事業パスウェイ委員会 
タレント発掘事業セレクト委員会 
タレント発掘事業育成プロジェクト委員会 

６ 

２日 
９日 
23日 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会総会 
体力つくり運動指導者研修会 
福岡県スポーツ指導者研修会 
福岡県スポーツリーダーバンク登録者研修会 

７ 
上旬 
９日 

タレント発掘事業実行委員会 
インターハイ応援コーナー設置 

 

８ 13～15日 タレント発掘事業夏合宿 

９ 15日 国スポ応援コーナー設置 

10 14日 アクシオンフェア 2024 

 

11 

９ ～ 1 0日 
中旬 
20日 
29日 

タレント発掘事業２次選考会 
タレント発掘事業セレクト委員会 
選手強化指導者研修会 
トレーニング指導者研修会 

12 
１日 
７〜８日 
中旬 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会クラブ間交流大会 
タレント発掘事業３次選考会 
タレント発掘事業セレクト委員会 

１ 
11日 
13日 
17日 

選手強化研修会 
冬季国スポ応援コーナー設置（スケート、アイスホッケー協議） 
スポーツ医・科学専門講座 

 

２ 
３日 
中旬 
22日 

冬季国スポ応援コーナー設置（スキー競技） 
タレント発掘事業育成プロジェクト委員会・パスウェイ委員会 
タレント発掘事業修了式 

３ 中旬 タレント発掘事業実行委員会 

 
 

プ
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム 

２
期 

３
期 ス
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プ
ロ
グ
ラ
ム 

４
期 
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(11) 射撃競技の普及・奨励に関する事業 
① 射撃教習 

猟銃の所持の許可を受けようとする者に対し、猟銃の操作及び射撃に関する技能の教習を行いま 
す。 

    
② 技能講習 

      猟銃等の所持の許可の更新を受けようとする者に対し、猟銃の操作及び射撃の技能に関する講習 
を行います。 

 

③ 環境対策事業 

      福岡県立総合射撃場において、使用された鉛弾に由来する鉛が原因で環境保全上の問題が生じるこ

とがないように以下の業務を行います。 
ア 定期清掃 

イ 調整池等の浚渫 

ウ 水質検査 

エ 保護マット補修 

オ ゼオライトの維持管理 

カ 産廃処理 

キ 周辺住民との連絡調整 

- 20 - 
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２ 令和６年度 事業計画 
  

(1) 公益財団法人福岡県スポーツ振興センター 

 

月 日 事 業 名 アクシオンスクール 

４ 
13日 
25日 

タレント発掘事業開講式 
市町村スポーツ関係者研修会 

   

５ 

 
下旬〜 

タレント発掘事業パスウェイ委員会 
タレント発掘事業セレクト委員会 
タレント発掘事業育成プロジェクト委員会 

６ 

２日 
９日 
23日 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会総会 
体力つくり運動指導者研修会 
福岡県スポーツ指導者研修会 
福岡県スポーツリーダーバンク登録者研修会 

７ 
上旬 
９日 

タレント発掘事業実行委員会 
インターハイ応援コーナー設置 

 

８ 13～15日 タレント発掘事業夏合宿 

９ 15日 国スポ応援コーナー設置 

10 14日 アクシオンフェア 2024 

 

11 

９ ～ 1 0日 
中旬 
20日 
29日 

タレント発掘事業２次選考会 
タレント発掘事業セレクト委員会 
選手強化指導者研修会 
トレーニング指導者研修会 

12 
１日 
７〜８日 
中旬 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会クラブ間交流大会 
タレント発掘事業３次選考会 
タレント発掘事業セレクト委員会 

１ 
11日 
13日 
17日 

選手強化研修会 
冬季国スポ応援コーナー設置（スケート、アイスホッケー協議） 
スポーツ医・科学専門講座 

 

２ 
３日 
中旬 
22日 

冬季国スポ応援コーナー設置（スキー競技） 
タレント発掘事業育成プロジェクト委員会・パスウェイ委員会 
タレント発掘事業修了式 

３ 中旬 タレント発掘事業実行委員会 
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３ 令和５年度 事業実績 

（1）研修・研究事業 

事 業 名 内   容 主な対象者 

市町村スポーツ関係者研修会 
スポーツの動向や諸問題に関する講義

及び協議 
市町村スポーツ担当者等 

トレーニング指導者研修会 トレーニング理論の講義及び実習  
市町村スポーツ関係者及

び指導者等 

体力つくり運動指導者研修会 体力つくりに関する講義及び実習 
市町村スポーツ関係者及

び指導者等 

スポーツ医・科学専門講座 
科学的な測定方法等に関する講義及び

実習 
福岡県選手強化推進事業

強化指定指導者等 
福 岡 県 ス ポ ー ツ リ ー ダ ー 
バ ン ク 登 録 指 導 者 研 修 会 

生涯スポーツの動向や指導に関する講

義及び実習 
福岡県スポーツリーダー

バンク登録指導者等 
選 手 強 化 指 導 者 研 修 会 
選 手 強 化 研 修 会 

競技のためのトレーニングや指導に関

する講義、協議、実習 
福岡県選手強化推進事業

強化指定指導者等 

調 査 研 究 
「強化指定者のサポート」等、その時節

に応じたテーマの研究調査 
一般県民 

 

（2）スポーツ普及促進事業 

① アクシオンフェア２０２３ 

実施期日 令和５年 10月９日（月） 

参加者数 1109名 

実施内容 

・NPO法人ホークスジュニアアカデミーによる野球教室 

・坪井慶介氏によるサッカー教室 

・九電工陸上競技部スタッフによるかけっこ教室 

・福岡県山岳・スポーツクライミング連盟によるボルダリング体験会 

・福岡県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会によるパラスポーツ体験会 

・福岡県タレント発掘事業体力測定会 

・トレーニング室無料開放 

・アシックスランニングシューズ試し履き 

・骨密度測定 

・25Mタイムアタック 

・東京オリンピック・パラリンピック聖火皿展示 

・福岡県立須恵高等学校書道部展示 

・アクシオン福岡フォトコンテスト入賞作品展示 

・アスリート等ウェア及び色紙関係の展示 

・ありがとうを強さに変えて 北部九州総体 2024展示 
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３ 令和５年度 事業実績 

（1）研修・研究事業 

事 業 名 内   容 主な対象者 

市町村スポーツ関係者研修会 
スポーツの動向や諸問題に関する講義

及び協議 
市町村スポーツ担当者等 

トレーニング指導者研修会 トレーニング理論の講義及び実習  
市町村スポーツ関係者及

び指導者等 

体力つくり運動指導者研修会 体力つくりに関する講義及び実習 
市町村スポーツ関係者及

び指導者等 

スポーツ医・科学専門講座 
科学的な測定方法等に関する講義及び

実習 
福岡県選手強化推進事業

強化指定指導者等 
福 岡 県 ス ポ ー ツ リ ー ダ ー 
バ ン ク 登 録 指 導 者 研 修 会 

生涯スポーツの動向や指導に関する講

義及び実習 
福岡県スポーツリーダー

バンク登録指導者等 
選 手 強 化 指 導 者 研 修 会 
選 手 強 化 研 修 会 

競技のためのトレーニングや指導に関

する講義、協議、実習 
福岡県選手強化推進事業

強化指定指導者等 

調 査 研 究 
「強化指定者のサポート」等、その時節

に応じたテーマの研究調査 
一般県民 

 

（2）スポーツ普及促進事業 

① アクシオンフェア２０２３ 

実施期日 令和５年 10月９日（月） 

参加者数 1109名 

実施内容 

・NPO法人ホークスジュニアアカデミーによる野球教室 

・坪井慶介氏によるサッカー教室 

・九電工陸上競技部スタッフによるかけっこ教室 

・福岡県山岳・スポーツクライミング連盟によるボルダリング体験会 

・福岡県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会によるパラスポーツ体験会 

・福岡県タレント発掘事業体力測定会 

・トレーニング室無料開放 

・アシックスランニングシューズ試し履き 

・骨密度測定 

・25Mタイムアタック 

・東京オリンピック・パラリンピック聖火皿展示 

・福岡県立須恵高等学校書道部展示 

・アクシオン福岡フォトコンテスト入賞作品展示 

・アスリート等ウェア及び色紙関係の展示 

・ありがとうを強さに変えて 北部九州総体 2024展示 

 

出張サポート事業

利用団体 実施日 利用内容 派遣者

宮若市教育委員会 令和５年９月17日（日） 体力測定指導・測定・助言
公益財団法人
福岡県スポーツ振興センタースタッフ

筑紫野市教育委員会 令和５年10月29日（日） 骨強度測定
公益財団法人
福岡県スポーツ振興センタースタッフ

福津市教育部郷育推進課 令和６年２月18日（日） 体力測定指導・測定・助言
公益財団法人
福岡県スポーツ振興センタースタッフ

利用団体

ナナイロ・カンパニー

福岡リーグスターズ

博多の森サロン

東平尾公民館サロン

席田中学校

福岡中央高校

デイサービス

福岡第一ジュニアホークス

飛鳥未来高校

今津特別支援学校

創志学園クラーク

たんすい保育園

原田ビックボーイズ

環太平洋大学

城山ハリケーン

筑紫丘小学校ＰＴＡ

大野城市スポーツ協会

たんすいFamilia保育園

福岡ECO動物海洋専門学校

住友生命　久留米支社

姪浜中学校　野球部

大原学園

青木公民館サロン

北九州高等学園

井野小学校

ANAインターナショナル エアアカデミー

黒木建設

福岡医健・スポーツ専門学校

なごみ園

桜十字福岡病院

筥松体育協会

福岡綱引連盟

須玖小学校

田川市教育委員会

JOYクラブ

（一社）TSO

大野東中学校 ドッジビー（1セット）

綱引きレーンマット（１セット）

綱（ジュニア）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

ソフトバレーボール（11球）

ディスゲッター（１セット）、輪投げ（１セット）

輪投げ（３セット）

アジャタ（２セット）

輪投げ（１セット）

ターゲットバードゴルフ（１セット）、グランドゴルフ（１セット）

ディスゲッター（１セット）、輪投げ（２セット）

アジャタ（２セット）

ディスゲッター（１セット）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

タスポニー（２セット）、アジャタ（２セット）、シャッフルボード（１セット）
フリーテニス（２セット）、バウンドテニス（２セット）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

ディスゲッター（１セット）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

ディスゲッター（１セット）

ソフトバレーボール（１球）

カローリング（１セット）

綱（シニア）、アジャタ（２セット）、バランスボール（３個）

綱（シニア）、レーンマット（１セット）

バウンドテニス（２セット）、ソフトバレーボール（２球）、フライングディスク（１セット）

②　市町村健康づくりサポート事業

カローリング（１セット）、バランスボール（３個）

ディスゲッター（１セット）

ディスゲッター（１セット）

スカットボール（２セット）

貸出ツール

ツ
ー

ル
サ
ー

ビ
ス

ス
タ
ッ

フ
サ
ー

ビ
ス

シャッフルボード（２セット）

ソフトバレーボール（４球）、カローリング（１セット）、アジャタ（２セット）
スカットボール（１セット）、綱（ジュニア）

グランドゴルフ（２セット）

綱引きレーンマット（１セット）

バランスボール（１個）

ユニホック（１セット）

ペタンク（４セット）

綱（シニア）
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（3） 情報提供事業 

 

（4） 国体サポートプロジェクト 

特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」    令和５年 10月 7日(土)～10月 17日(火) 

                                          会期前：令和５年９月16日(土)～９月24日(日) 

第 78 回国民スポーツ大会冬季大会「新たな光へ！とまこまい国スポ 2024」 

スケート競技会・アイスホッケー競技会 

令和６年１月 27日(土)～２月３日(土) 

第 78 回国民スポーツ大会冬季大会「やまがた雪未来国スポ」スキー競技会 

令和６年２月 21日(水)～２月 24日(土) 

科学サポート 福岡県代表選手・チーム・指導者（監督・コーチ）に対し、戦術・戦略

や対策のプランニングに活用できると考えられる情報を提供。 

情報提供サポー

ト 
 現地の選手団に対し、福岡県選手団の戦績や応援メッセージ等を掲載し

たニューズレターを発行。 

 
（5） スポーツ医事・健康体力相談事業 

 令和５年度 83件（詳細は、下表参照） 
令和５年度 相談事業実績一覧 

 

月 日 実施団体 月 日 実施団体 月 日 実施団体

26 総合運動能力（一般） 25 地区測定会芦屋町(タレント発掘) 25 県内高校(高校生以下)

28 健康一般（一般） 26 地区測定会春日市(タレント発掘) 31 県内高校(体育コース)

3 全身持久力向上（一般） 27 地区測定会福岡市(タレント発掘) 7 県内高校(高校生以下)

3 スポーツ医事相談 31 地区測定会北九州市(タレント発掘) 14 県内高校(体育コース)

4 総合運動能力（一般） 1 地区測定会筑後市(タレント発掘) 23 県内高校ダンス部

7 全身持久力向上（一般） 3 地区測定会福岡市(タレント発掘) 26 健康一般（一般）

7 スポーツ医事相談 5 健康一般(一般) 26 スポーツ医事相談

9 健康一般(一般) 6 地区測定会吉富町(タレント発掘) 29 県内高校(体育コース)

13 健康一般(一般) 8 地区測定会久留米市(タレント発掘) 29 筋力向上(一般)

14 健康一般（一般） 10 地区測定会粕屋町(タレント発掘) 3 全身持久力向上（一般）

14 スポーツ医事相談 20 地区測定会糸田町(タレント発掘) 3 スポーツ医事相談

16 健康一般(一般) 27 全身持久力向上（一般） 5 県内高校(体育コース)

19 総合運動能力（一般） 27 スポーツ医事相談 27 福岡県剣道連盟（強化）

20 健康一般(一般) 3 健康一般（一般） 5 トータルヘルス事業（一般）

27 総合運動能力（一般） 3 スポーツ医事相談 7 福岡県バドミントン協会（強化）

30 県内高校(体育コース) 6 県立スポーツ科学情報センター（タレント発掘） 20 県内幼稚園

3 総合運動能力（一般） 10 全身持久力向上（一般） 21 健康一般（一般）

7 県内高校(体育コース) 10 スポーツ医事相談 21 スポーツ医事相談

9 総合運動能力（一般） 19 県内高校(体育コース) 28 福岡県パラスポーツタレント（発掘）

10 総合運動能力（一般） 15 県立スポーツ科学情報センター（タレント発掘） 31 県内高校(体育コース)

11 福岡県アイスホッケー連盟（強化） 29 県立スポーツ科学情報センター（タレント発掘） 3 福岡県パラスポーツタレント（発掘）

17 筋力向上(一般) 3 県外テニス団体 4 福岡県テニス協会（協会）

18 全身持久力向上（高校生以下） 4 県内高校(体育コース) 11 福岡県パラスポーツタレント（発掘）

18 スポーツ医事相談 9 県立スポーツ科学情報センター（タレント発掘） 18 福岡県テニス協会（強化）

20 県内高校(高校生以下) 10 県内高校(体育コース) 2 福岡県パラスポーツタレント（発掘）

21 県内高校(体育コース) 18 県内高校(高校生以下) 9 筋力向上(一般)

22 県内専門学校 19 県内高校(高校生以下) 17 健康一般（一般）

28 県内高校(体育コース) 24 県内高校(高校生以下) 17 スポーツ医事相談

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

スポーツ情報提供 

スポーツ指導者や競技団体等が最新のスポーツに関する情報を入手できるよう「福岡
スポーツウェブ（福岡県スポーツ情報配信システム）」を活用して、国の関係機関及び
県の関係機関等が保有する国内外のスポーツに関する情報を、県内各所の機関・団体等
に18件メールで配信。 

広報活動 

ホームページ「ふくおかスポネット」の運用と情報提供 
令和５年度 アクセス件数456,724件 

・福岡県体力・運動能力調査結果(悉皆調査)に関する情報 
 
「Instagram」による情報配信 
 ・フォロワー1,481人 投稿数235件 
 
「YouTube」によるスポーツ動画の配信 
 ・チャンネル登録者数340人 動画投稿数19件 総視聴回数1,037回 
 
広報誌等の発行 

・要覧、アクシオンレポート2023 
・広報誌「カリエンテ」（年３回発行） 

 
展示コーナーの運営 
  ・オリンピック・パラリンピック競技大会 
 ・オリンピック・パラリンピック競技大会福岡県ゆかりのメダリストの栄光を称える

記念碑 
・インターハイ応援コーナーの設置（開催期間） 
・国体、国スポ応援コーナーの設置（開催期間） 
・福岡県タレント発掘事業に関する情報 
・福岡県のプロスポーツ応援コーナーの設置 
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（6）福岡県総合型地域スポーツクラブ活性化支援事業 

① 自立化：クラブの安定した経営、主体的な運営を促す事業 
ア 活性化支援事業 

〔 活性化支援事業 助成状況 〕 

№ 申 請 事 業 事 業 実 施 団 体 実施日 

1 陸上スポーツ教室 
筑豊地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和５年９月 13日(水) 

～11月 15日(水) 

2 
筑豊地区中学校部活生 

応援プロジェクト 

筑豊地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和５年 11月４日(土) 

～令和６年１月 13日(土) 

3 グラウンドゴルフ大会 
京築地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 
令和５年 11月５日(日) 

4 伊良原ダムウォーク 
京築地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 
令和５年 11月 12日(日) 

5 
トレーニング＆ 

コンディショニングセミナー 

京築地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和５年 12月 16日(土) 

～令和６年２月 10日(土) 

6 スキルアップ研修会 
南筑後地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 
令和６年１月 28日（日） 

7 
パラスポーツを活用した 

運動遊び促進活性化事業 

「軽スポーツ体験教室」 

北九州地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年１月 20日(土) 

２月３日(土) 

３月２日(土) 

8 
障がい者も一緒にスポーツしよう

事業 

福岡地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年２月 16日(月) 

～３月 23日(土) 

9 プレ地域クラブ活動体験 
福岡地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年２月 18日(日) 

３月１日(金) 

３月３日(日) 

10 スポーツ体験教室 
京築地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年３月８日(金) 

～３月 15日(金) 

11 ＡＣＥプログラム 2024 
北九州市 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年３月９日(土) 

    ３月 23日(土) 

12 スポーツスタートアップイベント 
福岡地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

令和６年３月 30日(土) 

３月 31日(土) 

13 スポンジテニス交流大会 
北筑後地区 

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 
令和６年３月 31日(日) 

 

② 発展化：クラブのネットワーク強化事業 

ア 福岡県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の支援 

〔 福岡県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 支援事業 実施状況 〕 

事業内容 実施日 会場 

第１回理事会 令和５年４月19日（水） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

第２回理事会 令和５年５月10日（水） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

総会 令和５年６月３日（土） 宗像シティボウル 

第３回理事会 令和５年８月23日（水） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

第４回理事会 令和５年11月15日（水） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

クラブ間交流大会 令和５年11月23日（木祝） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

第５回理事会 令和６年２月７日（水） 福岡県立スポーツ科学情報センター 

クラブ研修会 令和６年３月30日（土） 北九州イノベーションセンター 
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NO. 市区町村名 クラブ名 設立年・月 NO. 市区町村名 クラブ名 設立年・月

1 戸畑区 ＮＰＯ法人戸畑コミスポ 平成７年８月 40 ボアソルテ・Ｆ・飯塚 平成22年２月

2 八幡西区 ＮＰＯ法人香月・千代スポーツクラブ 平成14年６月 41 飯塚スポーツクラブ 平成24年３月

3 門司区 スポネット東郷 平成16年４月 42 オリエントスポーツクラブ 平成25年２月

4 小倉北区 ＮＰＯ法人北九州陸上クラブRic 平成17年３月 43 EASTクラブ 平成14年６月

5 若松区 ＮＰＯ法人ＳＦＦ若松サンシャインスポーツクラブ 平成18年３月 44 いのっ子倶楽部 平成16年４月

6 八幡東区 ＮＰＯ法人北九州スポーツクラブＡＣＥ 平成20年４月 45 L&Sたがわ 平成18年３月

7 きくがおか健康スポーツクラブ 平成22年４月 46 TAGAWA WINGS 平成24年２月

8 天神の丘スポーツクラブ 平成22年４月 47 みやのクラブ 平成19年５月

9 ＮＰＯ法人トトスイリーゼ北九州（TOTOS北九州） 平成24年10月 48 千手ホープクラブ 平成19年５月

10 博多区 一般社団法人福岡SUNS 平成31年３月 49 陸上クラブ筑豊ＴＯＫＩ 平成20年２月

11 城南区 NPO法人わかばスポーツクラブ＆カルチャークラブ 平成18年３月 50 桂川町 ｅ－SPOT　けいせん 平成23年２月

12 東区 特定非営利活動法人福岡市ボート協会 平成31年１月 51 香春町 香春町スポーツクラブ 平成14年３月

13 ＮＰＯ法人春日イーグルス 平成14年４月 52 添田町 添田町げんきクラブ 平成21年２月

14 ＮＰＯ法人ふくようスポーツクラブ 平成27年９月 53 糸田町 糸田町総合型地域スポーツクラブ 平成16年４月

15 NPO法人総合型地域スポーツクラブＭＣＡ 平成21年２月 54 川崎町 KAWASAKI UNITED SPORTS CLUB 平成22年２月

16 南の郷クラブ 平成26年２月 55 ＮＰＯ法人ウェブスポーツクラブ２１西国分 平成14年４月

17 太宰府市 ＮＰＯ法人太宰府よか倶楽部 平成15年10月 56 ＮＰＯ法人田主丸カル・スポクラブ 平成14年10月

18 Ｄｒｅａｍ　Ｓｐｏｒｔｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ 平成22年３月 57 宮ノ陣笑群バイクラブ 平成16年２月

19 一般社団法人ルートプラス 平成31年４月 58 南薫クラブ 平成16年３月

20 スポーツＢＲＡＮＤＥＸ福岡 平成22年２月 59 筑西ゆめクラブ 平成18年３月

21 なかがわＡＣ 平成27年３月 60 一般社団法人久留米市SC桜花台クラブ 平成19年３月

22 篠栗町 ささぐり総合型地域スポーツクラブ 平成24年３月 61 三潴体育振興協会 平成21年４月

23 ＮＰＯ法人カミーリア筑紫野スポーツクラブ 平成20年５月 62 小郡市 小郡わいわいクラブ 平成21年６月

24 エフトス・スポーツクラブ 平成31年２月 63 東峰村 らぶすぽ東峰 平成21年３月

25 宇美町 NPO法人ふみの里スポーツクラブ 平成25年２月 64 大刀洗町 大刀洗町総合型地域スポーツクラブ 平成21年４月

26 糸島市 NPO法人ＩＳＣ糸島スポーツクラブ 平成25年２月 65 大牟田市 右京ふれあい健康クラブ 平成17年５月

27 大野城市 まどかスポーツクラブ 令和3年３月 66 柳川市 東宮永スポーツクラブ 平成16年６月

28 わくわくクラブのおがた 平成19年２月 67 SOUTHクラブ 平成18年３月

29 感田総合型スポーツクラブ 平成29年３月 68 上陽わくわくクラブ 平成20年３月

30 総合型地域スポーツクラブFrech 平成29年１月 69 立花ＳＥクラブ 平成22年11月

31 宮若市 宮若いきいきスポーツクラブ 平成22年２月 70 筑後アクティブクラブ 平成20年４月

32 水巻町 水巻ゆう・あい倶楽部 平成23年２月 71 ＮＰＯ法人ＫＡＴＴ ＡＳＩＡ 平成28年６月

33 ＮＰＯ法人スポネットしろやま 平成21年２月 72 大川市 ＮＰＯ法人ペラーダ大川 平成23年２月

34 NPO法人ふれスポ・あしや 平成22年３月 73 みやま市 スポーツクラブみやま 平成24年３月

35 小竹町 総合型地域スポーツクラブまなぶの会 平成21年２月 74 大木町 ＮＰＯ法人アクアススポーツクラブ 平成23年３月

36 鞍手町 鞍手コミュニティ倶楽部 平成24年３月 75 広川町 総合型クラブひろかわ 平成25年７月

37 なかま元気スポーツクラブ 平成25年２月 76 行橋市 スポネットながお 平成21年４月

38 ＮＰＯ法人colour 平成27年６月 77 ぶぜんピープルズ 平成15年４月

39 遠賀町 おんがみんスポクラブ 平成26年２月 78 総合型地域スポーツクラブよろうや 平成27年３月

79 苅田町 今古賀ふれあいスポーツクラブ 平成22年１月

80 みやこ町 スポネットTOYOTSU 平成13年７月

81 築上町 ＮＰＯ法人しいだコミュニティ倶楽部 平成17年３月

82 吉富町 吉富町体育協会 平成20年２月

83 上毛町 こうげチャレンジクラブ 平成21年３月
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（7）福岡県タレント発掘事業 

 事業趣旨 

   小・中学生期におけるタレント（才能）を有する人材を見出し、適切な指導により組織的・計画

的に育成し、その能力に応じた競技に導くことにより、トップアスリートとして活躍できる可能性

を広げるとともに、本取組を通して、参加した子どもたちが世界をめざしたスポーツ活動に主体的

に取り組むようプログラムを実施しました。 

 

ア 見つける－セレクトプログラム 

１次選考の募集を７月から 10月まで実施しました。 

年度当初の各教育事務所における学校長説明会により、参加者全員へフィードバックする運動能

力評価表を子どもの体力向上のための方策に活用しようとする学校が増えてきました。 

本年度は対象児童・生徒へ配布するリーフレットに運動実践の興味・関心を促す内容や、運動能

力が高くない子どもや運動能力の発現が現時点で見られない子どもでも参加意欲をもてるよう、自

分の体力・運動能力を知ることの意義について情報を掲載しました。 

また、本年度もスポーツ推進委員協議会の協力を得て、充実したスタッフにより、地区測定会は、

計画していた全ての会場（10 ヵ所）で実施できました。その結果、55,321 名の多くの参加申し込

みがありました。 

 

イ 育てる－能力開発・育成プログラム 

  各競技団体等の協力により、効果的なプログラムを実施することができました。 
（ア）身体能力開発・育成プログラム及び実施競技 

Kids（小学校５・６年生）プログラムでは、様々な競技実践を通したコーディネーション能力

の獲得を主な目的とし、Jr.（中学校１～３年生）プログラムでは、各競技の専門的な技能の獲得

を目指していく中で得られた能力・技能を、自分の専門競技に活かすことを目的としました。 
○ソフトボール○バドミントン○バレーボール○タグラグビー○ラグビー○バスケットボール 
○ハンドボール○ホッケー○フェンシング○アーチェリー○ライフル射撃○ウエイトリフティング 
○柔道○レスリング○陸上競技○器械体操○スケート○ＳＡＱトレーニング○コーディネーション 
トレーニング 

  
（イ）知的能力開発・育成プログラム 

トップアスリートに必要とされる知的・内面的能力の獲得を目的として、Kids11 項目、Jr.13
項目をそれぞれの年代に合わせた内容で実施しました。 

○目標設定○食育○スポーツコンディショニング○メンタルトレーニング○ビジョントレーニング 
○言語プログラム○チームビルディング○自己分析○アンチ・ドーピング○ＳＷＯＴ分析 
○オリンピアン講話○目標の振り返り 等 

 
（ウ）保護者サポートプログラム 

能力開発・育成プログラムをより効果的なものにするために、また日常的なスポーツ活動をよ

り充実させるために、保護者が受講生を万全の体制でサポートできるよう、保護者に対するプロ

グラムを実施しました。 
○事業説明○パスウェイ（競技選択の考え方）について○食育○子どもとのかかわり方 等 

 
ウ 活かす－パスウェイプログラム 

令和５年度のパスウェイプログラム 

中学・高校生期から実施する競技を運動能力や形態特性などの情報と、各競技団体の評価を基に

トップアスリートとして世界で活躍できる可能性が高い競技を探すことを目的としています。 
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を広げるとともに、本取組を通して、参加した子どもたちが世界をめざしたスポーツ活動に主体的

に取り組むようプログラムを実施しました。 

 

ア 見つける－セレクトプログラム 

１次選考の募集を７月から 10月まで実施しました。 

年度当初の各教育事務所における学校長説明会により、参加者全員へフィードバックする運動能

力評価表を子どもの体力向上のための方策に活用しようとする学校が増えてきました。 

本年度は対象児童・生徒へ配布するリーフレットに運動実践の興味・関心を促す内容や、運動能

力が高くない子どもや運動能力の発現が現時点で見られない子どもでも参加意欲をもてるよう、自

分の体力・運動能力を知ることの意義について情報を掲載しました。 

また、本年度もスポーツ推進委員協議会の協力を得て、充実したスタッフにより、地区測定会は、

計画していた全ての会場（10 ヵ所）で実施できました。その結果、55,321 名の多くの参加申し込

みがありました。 

 

イ 育てる－能力開発・育成プログラム 

  各競技団体等の協力により、効果的なプログラムを実施することができました。 
（ア）身体能力開発・育成プログラム及び実施競技 

Kids（小学校５・６年生）プログラムでは、様々な競技実践を通したコーディネーション能力

の獲得を主な目的とし、Jr.（中学校１～３年生）プログラムでは、各競技の専門的な技能の獲得

を目指していく中で得られた能力・技能を、自分の専門競技に活かすことを目的としました。 
○ソフトボール○バドミントン○バレーボール○タグラグビー○ラグビー○バスケットボール 
○ハンドボール○ホッケー○フェンシング○アーチェリー○ライフル射撃○ウエイトリフティング 
○柔道○レスリング○陸上競技○器械体操○スケート○ＳＡＱトレーニング○コーディネーション 
トレーニング 

  
（イ）知的能力開発・育成プログラム 

トップアスリートに必要とされる知的・内面的能力の獲得を目的として、Kids11 項目、Jr.13
項目をそれぞれの年代に合わせた内容で実施しました。 

○目標設定○食育○スポーツコンディショニング○メンタルトレーニング○ビジョントレーニング 
○言語プログラム○チームビルディング○自己分析○アンチ・ドーピング○ＳＷＯＴ分析 
○オリンピアン講話○目標の振り返り 等 

 
（ウ）保護者サポートプログラム 

能力開発・育成プログラムをより効果的なものにするために、また日常的なスポーツ活動をよ

り充実させるために、保護者が受講生を万全の体制でサポートできるよう、保護者に対するプロ

グラムを実施しました。 
○事業説明○パスウェイ（競技選択の考え方）について○食育○子どもとのかかわり方 等 

 
ウ 活かす－パスウェイプログラム 

令和５年度のパスウェイプログラム 

中学・高校生期から実施する競技を運動能力や形態特性などの情報と、各競技団体の評価を基に

トップアスリートとして世界で活躍できる可能性が高い競技を探すことを目的としています。 
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（ア）オーディション（小学校６年生・中学校２年生対象） 

    各競技団体に受講生の動きを直接見てもらうことにより評価をいただきました。 

 （イ）トライアウト（中学校３年生対象） 

高校生期から実施する候補競技を各競技団体の方に直接指導してもらうことにより評価をい

ただきました。 

 （ウ）三者面談（小学校６年生、中学校２・３年生対象） 

小学校６年生、中学校２年生では、中学校・高校生期に実施する競技選択に関する情報提供を

行いました。中学校３年生では、高校生期の進路・実施競技を話合い、決定しました。 

（エ）令和５年度の主な国際大会競技実績 

 

競技名 種目名 大会名 期

陸上競技 やり投げ ブダペスト2023世界陸上競技選手権大会 7

自転車競技 ポイントレース UCI世界自転車選手権2023トラックレース 9

自転車競技 エリミネーション UCI世界自転車選手権2023トラックレース 12

自転車競技 パシュート UCI世界自転車選手権2023トラックレース 12

ショートトラック
スピードスケート

2024ISU世界ショートトラック選手権大会 8

セーリング
女子
ウインドサーフィン

アリアンツ・セーリング世界選手権2023 1

バスケットボール
第４４回李相佰盃日韓学生
バスケットボール競技大会

9

ハンドボール パリ2024オリンピック男子アジア予選 7

フェンシング サーブル 2023フェンシング世界選手権(ミラノ) 3

フェンシング サーブル 2023フェンシング世界選手権(ミラノ) 6特

フェンシング エペ 男子エペ　カリＧＰ 5

フェンシング サーブル 女子サーブルソウルGP 6特

フェンシング サーブル 第31回夏季ユニバーシアード(成都) 7特

フェンシング サーブル 女子サーブルソウルGP 9

ラグビー
フットボール

女子7人制
HSBCワールドラグビーセブンズシリーズ
2023フランス大会

7

ウエイト
リフティング

67ｋｇ級 第31回 日・韓・中ジュニア交流競技会 13

ウエイト
リフティング

96ｋｇ級 第31回 日・韓・中ジュニア交流競技会 13

個人３位

個人２位

出場

団体１位

成績

個人３位
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（ア）オーディション（小学校６年生・中学校２年生対象） 

    各競技団体に受講生の動きを直接見てもらうことにより評価をいただきました。 

 （イ）トライアウト（中学校３年生対象） 

高校生期から実施する候補競技を各競技団体の方に直接指導してもらうことにより評価をい

ただきました。 

 （ウ）三者面談（小学校６年生、中学校２・３年生対象） 

小学校６年生、中学校２年生では、中学校・高校生期に実施する競技選択に関する情報提供を

行いました。中学校３年生では、高校生期の進路・実施競技を話合い、決定しました。 

（エ）令和５年度の主な国際大会競技実績 

 

競技名 種目名 大会名 期

陸上競技 やり投げ ブダペスト2023世界陸上競技選手権大会 7

自転車競技 ポイントレース UCI世界自転車選手権2023トラックレース 9

自転車競技 エリミネーション UCI世界自転車選手権2023トラックレース 12

自転車競技 パシュート UCI世界自転車選手権2023トラックレース 12

ショートトラック
スピードスケート

2024ISU世界ショートトラック選手権大会 8

セーリング
女子
ウインドサーフィン

アリアンツ・セーリング世界選手権2023 1

バスケットボール
第４４回李相佰盃日韓学生
バスケットボール競技大会

9

ハンドボール パリ2024オリンピック男子アジア予選 7

フェンシング サーブル 2023フェンシング世界選手権(ミラノ) 3

フェンシング サーブル 2023フェンシング世界選手権(ミラノ) 6特

フェンシング エペ 男子エペ　カリＧＰ 5

フェンシング サーブル 女子サーブルソウルGP 6特

フェンシング サーブル 第31回夏季ユニバーシアード(成都) 7特

フェンシング サーブル 女子サーブルソウルGP 9

ラグビー
フットボール

女子7人制
HSBCワールドラグビーセブンズシリーズ
2023フランス大会

7

ウエイト
リフティング

67ｋｇ級 第31回 日・韓・中ジュニア交流競技会 13

ウエイト
リフティング

96ｋｇ級 第31回 日・韓・中ジュニア交流競技会 13

個人３位

個人２位

出場

団体１位

成績

個人３位

（8）施設提供事業（令和５年度の主な大会等）
福岡県立スポーツ科学情報センター

期　　日 大　　会　　名

５月１日（月）・２日（火） 九州学生ハンドボールリーグ春季大会

５月５日（祝金）・６日（土） 福岡県高等学校総合体育大会バスケットボール中部ブロック予選会

５月７日（日） 福岡県中学生なぎなた大会

５月13日（土）・14日（日） 福岡県高等学校総合体育大会バドミントン中部ブロック予選会

５月20日（土）・21日（日） 福岡県高等学校総合体育大会ハンドボール競技選手権大会

５月27日（土）・28日（日） 福岡県高等学校総合体育大会バドミントン県予選会

５月27日（土）・28日（日） 福岡県高等学校総合体育大会レスリング大会

６月15日（木）～17日（土） 全九州高等学校体育大会バスケットボール競技大会（R6全国総体プレ大会）

６月23日（金）・24日（土） ボルクバレット北九州Fリーグディヴィジョン１

７月１日（土）・２日（日） 福岡県ジュニア体操競技選手権大会

７月９日（日） 福岡県フットサルリーグ

７月14日（金）～16日（日） 2023福岡県ドッジボール選手権

７月22日（土）・23日（日） 極真空手大会

７月22日（土） 第40回全日本エアロビック選手権大会福岡県大会・フライト選手権・ダンス＆フェスティバル

７月27日（木）・28日（金） 第75回福岡県中学校総合体育大会　体操競技大会

８月11日（祝金）・12日（土） 九州小学生ハンドボール大会　福岡県予選　1節

８月18日（金）・19日（土） 第30回ＪＲ九州少年剣道大会

８月26日（土）・27日（日） 第24回イーストカップチャンピオンシップ予選大会

９月２日（土） JFA第29回全日本U-15フットサル選手権大会福岡県大会

９月８日（金）・９日（土） 福岡県職員全庁球技大会県大会

９月17日（日） スポーツフェスタ・ふくおか「県スポーツ・レクリエーション祭」

９月29日（金） 令和5年度福岡県視覚障がい教育校総合体育大会

10月21日（土）・22日（日） スポーツレクリエーション祭バウンドテニス大会

10月26日（木）・27日（金） 令和5年度九州地区聾学校体育・文化連盟　福岡大会

10月28日（土）・29日（日） 福岡県民スポーツ大会銃剣道競技

11月２日（木）・３日（祝金） 福岡県高等学校バスケットボール選手権大会（ウインターカップ予選）

11月４日（土） 第2回全国特別支援学校フットサル大会

11月４日（土）・５日（日） 福岡県高等学校レスリング新人大会

11月18日（土）～19日（日） 福岡県中学・高等学校新人体育大会体操競技・新体操大会

11月25日（土）・26日（日） 第24回イーストカップチャンピオンシップ

12月９日（土）・10日（日） 第15回福岡県小学生体操大会

12月12日（火）～15日（金） 第74回福岡県学生バドミントン秋季リーグ

12月16日（土）・17日（日） 福岡県フットサルリーグ

12月16日（土）・17日（日） 新森杯争奪高校柔道錬成大会

１月14日（日） 第40回福岡県バウンドテニス選手権大会

１月27日（土）・28日（日） 2024九州オープン綱引大会

１月27日（土）・28日（日） 地方青少年武道錬成大会（なぎなた）

２月３日（土）・４日（日） バスケットボール新人大会県予選会

２月９日（金）～11日（日） 春の福岡県小学生DB選手権

２月16日（金）～17日（土） 第48回日本ハンドボールリーグ福岡大会

２月25日（日） オムロンカップ福岡県予選兼全国大会予選シード決定戦

３月９日（土）・10日（日） Develop Cup FUKUOKA

３月23日（土）・24日（日） 第41回若獅子旗大会

３月29日（金）・30日（土） 第48回日本ハンドボールリーグ福岡大会

-28-
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福岡県立総合プール

日　　程 競　　技　　会　　等　　名

５月７日（日） 福岡県高等学校総合体育大会飛込競技選手権大会兼第52回全九州高等学校飛込競技大会福岡県予選会

10月15日（日） 福岡県高等学校新人選手権水泳（飛込）競技大会

11月４日（土）・５日（日） 第37回市民総合スポーツ大会兼第32回福岡市民アイスホッケー戦ジュニア・レディス親善大会

11月７日（火）～16日（木） 第44回九州学生アイスホッケーリーグ戦

11月11日（土）・12日（日） 第66回福岡県民スポーツ大会兼第79回国民体育大会冬季大会スケート競技出場選手選考会

11月23日（祝木） 第15回スポーツアイスホッケー交流大会

11月25日（土） 日本アイスホッケー連盟U16-U14ブロックキャンプ（サウスブロック福岡）

12月７日（木） 第４回九州学生アイスホッケー選手権（かねふく杯）

12月９日（土） 第63回福岡市中学校総合体育大会スケート大会

12月10日（日） 第66回福岡県民体育大会冬季ｽｹｰﾄ競技会兼第79回国民体育大会冬季大会ｽｹｰﾄ競技出場選手最終選考会

１月６日（土） 第15回少年スポーツアイスホッケー交流大会

１月21日（日） 第65回全九州ショートトラックスピードスケート競技会兼九州各県対抗競技会

２月４日（日） 第３回福岡県小中学生ショートトラックスピードスケート競技会

２月11日（日） 第37回市民総合スポーツ大会第48回福岡市フィギュアスケート競技会

２月24日（土）・25日（日） 第40回九州社会人選抜アイスホッケー選手権大会

３月12日（火）～16日（土） 第42回九州学生アイスホッケー選手権大会

３月17日（日） 第37回市民総合スポーツ大会第45回福岡市民スピードスケート競技会

３月30日（土）・31日（日） 全九州フィギュアスケート競技会兼全国有望新人発掘合宿中四国九州ブロック選考会

福岡県立総合射撃場

期　　日 大　　会　　名

４月22日（土）・23日（日） 第一次福岡公式大会

５月６日（土）・７日（日） ワールドカップ国内予選

５月27日（土）・28日（日） 第二次福岡公式大会

６月３日（土）・４日（日） 日本クレー協会夏季本部公式大会

６月11日（日） 福岡県猟友会安全射撃大会

６月24日（土）・25日（日） 第一次長崎公式大会

７月15日（土）・16日（日） 第三次福岡公式大会

８月５日（土）・６日（日） 第二次長崎公式大会

９月９日（土）・10日（日） 第三次長崎公式大会

９月16日（土）・17日（日） 第四次福岡公式大会

９月23日（祝土）・24日（日） クレー射撃フェスティバル2023

11月５日（日） 福岡県選手権大会
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１期 ２期 ３期 ４期

15 15 15 15

15 15 19 18

12 10 15 15

15 14 15 15

15 14 18 14

11 14 12 15

8 8 8 10

15 14 14 17

15 14 15 11

15 15 15 15

8 9 11 11

15 15 17 15

15 15 15 14

11 11 16 17

5 5 4 3

15 15 17 17

5 7 7 7

15 15 20 17

15 14 19 19

14 9 9 10

9 8 11 11

15 15 20 20

11 8 9 7

15 15 15 13

24 24 23 21

24 24 24 19

7 8 9 7

15 14 18 18

8 7 11 10

15 14 13 16

6 6 6 6

14 16 18 17

18 16 15 14

29 27 28 28

5 3 6 3

前期 後期

火 木 22 18

水① 木 6 6

水② 20 4

金① 19 5

金② 9 9

火 19 18

水 短期スケート① 土

金 短期スケート② 土

火 短期スケート③ 土

水 短期スケート④ 土

木 土

木

金

火

水

木

金

火

水

木

金

土

土

土

飛込教室

水球教室 25

選手・育成コース
選手 7

育成 14

児童クラス

50

50

50

50

アーティスティックスイミング 6

アクアビクス 8

短期スケート⑤ 39

ジュニア水泳

幼児・児童クラス

24

25

24

25

ヒザ腰スッキリ教室 9

40

トータルコンディションドック 10

36

アクアヨガ 6

40

ナイトアクアビクス 12

40

スキルアップマスターズ

5

5

一般水泳 7
金

9

児童クラス

6

中級スケート
幼児・低学年児童クラス

金
児童クラス

13 アイスホッケー

9 フィギュアスケート

14
初級スケート

幼児・低学年児童クラス

スポーツライフコース 17

イ　プールプログラム ウ　スケートプログラム

教室名 参加者数 教室名

ボルダリング

水 65

木 63

土 112

キッズチアダンス
金

36

ジュニアチアダンス 58

中高生ヒップホップダンス 土 24

ジュニア体操
火 92

木 91

キッズヒップホップダンス
水

31

ジュニアヒップホップダンス 65

ビューティーヨガ 58

ＺＵＭＢＡ ＧＯＬＤ®

金

67

シニアダンス 42

アンチエイジングヨガ 39

健康体操シニアヨガ 70

スタイルｕｐピラティス

ちょっとヨガ 64

トータルエクササイズ 26

ビギナーヨガ 67

35

39

リラックスヨガ 62

姿勢改善ピラティス

木

59

ボディメイクエアロ 55

健康エクササイズ 17

ＺＵＭＢＡ®

水

34

筋トレ&リラックスヨガ 60

ピラティス 55

ステップエアロ 60

ファットバーニング

52

ストレッチポール体操 59

リフレッシュヨガ 61

ピラティス＆トレーニング 52

（9）スポーツ教室（アクシオンスクール）の運営状況

ア　センタープログラム

教室名 年間参加者数

太極拳

火

60

ピラティスベーシック 67

ヒザ腰スッキリ
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（参考）令和５年度　指定管理施設　月別利用者統計

福岡県立スポーツ科学情報センター

　　

7,156 10,808 7,484 14,727 9,041 11,260

3,996 8,502 4,453 12,584 6,064 6,560

3,053 4,878 4,115 4,091 2,846 6,929

50 40 40 40 40 40

50 40 40 40 40 40

610 827 978 2,550 1,130 1,072

148 216 200 219 216 110

0 0 115 60 57 55

0 15 117 0 70 10

671 780 784 1,529 1,107 597

170 0 15 0 0 60

75 20 91 0 70 86

1,293 2,190 2,235 4,091 2,860 2,089

325 227 460 1,106 772 297

17,597 28,543 21,127 41,037 24,313 29,205

一般 13 11 18 12 20 31

児童生徒 44 33 44 77 79 77

一般 189 173 188 211 140 225

児童生徒 12 6 4 1 10 5

一般 35 29 28 21 17 20

児童生徒 1 3 0 2 0 0

294 255 282 324 266 358

17,891 28,798 21,409 41,361 24,579 29,563

一般 102 101 57 205 198 56

児童生徒 484 301 95 692 735 153

一般 18 16 8 18 1 0

児童生徒 30 46 21 42 46 48

634 464 181 957 980 257

一般 5,618 5,926 6,407 6,536 6,583 6,888

児童生徒 197 129 278 389 344 264

5,815 6,055 6,685 6,925 6,927 7,152

一般 1 8 0 9 1 6

児童生徒 0 0 0 0 0 0

一般 1 3 3 19 0 0

児童生徒 0 31 132 0 0 36

一般 0 0 1 0 0 0

児童生徒 0 0 0 0 0 0

一般 0 6 0 0 3 2

児童生徒 0 0 2 0 0 0

一般 0 0 0 0 0 0

児童生徒 0 0 0 0 0 0

一般 0 9 0 9 3 8

児童生徒 0 0 2 0 0 0

2 57 140 37 7 52

24,342 35,374 28,415 49,280 32,493 37,024

福岡県立総合プール

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
利用施設名 　 　 　

プール 3,593 340 0 0 0 814

スケート 889 0 0 0 0 0

会議室 128 48 0 0 0 0

4,610 388 0 0 0 814

福岡県立総合射撃場

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
利用施設名 　 　 　

　　ライフル（ＡＲ・ＳＢ）射撃 160 98 98 51 76 67

　　ライフル（大口径）射撃 52 55 29 56 43 59

372 426 608 305 286 858

584 579 735 412 405 984

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
利用施設名

施
　
　
　
設
　
　
　
利
　
　
　
用

メインアリーナ

サブアリーナ

多目的アリーナ

クライミングウォール

ボルダリングウォール

視聴覚室

会議室

第１研修室

第２研修室

第１・２研修室

第３研修室

第４研修室

第３・４研修室

和室

小　　計（占用利用）

アリーナ個人利用

クライミングウォール
個人利用

ボルダリングウォール
個人利用

小　　計（個人利用）

合　　計

宿
　
泊

洋室

和室

小　　計

ニ
ン
グ

ト
レ
ー

トレーニング室

小　　計

相
　
　
談
　
　
事
　
　
業

健康体力づくり相談

総合運動能力向上相談

筋力向上相談

全身持久力向上相談

スポーツ心理相談

スポーツ医事相談

小　　計

合  　計

施
 
設
 
利
 
用

合　　計

施
設
利
用

　　クレー射撃

合　　計
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8,231 12,382 5,105 3,558 10,436 5,845 106,033

3,411 8,784 2,999 2,944 8,561 4,282 73,140

4,224 3,466 3,381 1,905 1,736 2,928 43,552

1,080 40 40 40 40 40 1,530

1,080 40 40 40 40 40 1,530

1,021 958 671 580 973 585 11,955

192 250 145 230 170 155 2,251

100 45 70 115 26 70 713

20 25 20 47 40 126 490

623 801 727 505 825 744 9,693

80 220 0 15 100 265 925

115 315 58 0 50 420 1,300

1,690 2,085 910 1,250 2,120 1,640 24,453

724 514 446 223 168 74 5,336

22,591 29,925 14,612 11,452 25,285 17,214 282,901

37 39 27 5 17 18 248

77 57 66 45 101 66 766

193 196 99 73 99 141 1,927

10 6 6 0 4 15 79

11 19 6 3 5 15 209

0 3 2 1 0 3 15

328 320 206 127 226 258 3,244

22,919 30,245 14,818 11,579 25,511 17,472 286,145

82 368 200 94 170 369 2,002

132 188 242 207 147 346 3,722

7 21 14 30 60 42 235

13 28 29 36 64 201 604

234 605 485 367 441 958 6,563

6,602 6,557 5,774 2,456 5,991 7,247 72,585

288 256 224 93 332 320 3,114

6,890 6,813 5,998 2,549 6,323 7,567 75,699

0 6 0 62 0 9 102

0 0 0 18 0 1 19

0 0 0 16 4 0 46

239 123 37 101 36 1 736

0 1 0 0 0 1 3

0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 0 0 0 14

0 0 0 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 6 3 6 0 9 53

0 0 0 0 0 1 3

239 136 43 203 40 22 978

30,282 37,799 21,344 14,698 32,315 26,019 369,385

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　　計
　 　 　 　 　 　 　

2,317 3,496 3,803 2,923 3,721 2,968 23,975

0 5,495 3,840 4,056 5,144 5,102 24,526

112 237 361 179 567 162 1,794

2,429 9,228 8,004 7,158 9,432 8,232 50,295

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　　計
　 　 　 　 　 　 　

75 67 32 42 39 61 866

90 61 42 46 48 60 641

440 235 167 116 148 332 4,293

605 363 241 204 235 453 5,800

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　　計
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Ⅳ 施設の概要 
１ 福岡県立スポーツ科学情報センターの概要 

（１） 建設概要 
       立地場所  福岡市博多区東平尾公園二丁目１番４号 

        敷地面積  22,900㎡ 
        構造規模  鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)４階建 
        建築面積  8,700㎡ 
        延床面積  23,656㎡ 
        事 業 費   100億8,000万円 
        工  期   平成５年３月～平成７年５月 
        駐 車 場   240台 
        *地下駐車場は180台収容可 センター前屋外駐車場は60台収容可 

 

１階 事務室、トレーニング室、スポーツ情報室、多目的アリーナ、授乳室、浴室 他 
２階 メインアリーナ、サブアリーナ、視聴覚室、研修室(和室を含む。) 他 
３階 宿泊室、洗濯室、自動販売機コーナー 他  

（２） 施設内容 

       ① メインアリーナ、サブアリーナ、多目的アリーナ及びクライミングウォール等 

施設名 内容 

メ イ ン ア リ ー ナ 
46ｍ×39ｍ 
1,794㎡ 
観覧席2,000席 

バスケットボール２面、バレーボール２面、ハン

ドボール２面、卓球15面、バドミントン10面、体

操 他 

サ ブ ア リ ー ナ 
34ｍ×26ｍ 
884㎡ 

バスケットボール１面、バレーボール２面、卓球

６面、バドミントン４面、体操 他 

多 目 的 ア リ ー ナ 
26ｍ×15ｍ 
390㎡×2室 

柔道４面、剣道４面、空手４面、なぎなた４面、

各種体操 他 
クライミングウォール 14ｍ×6ｍ 利用には特別許可が必要です。 
ボルタリングウォール 4ｍ×10ｍ 利用には特別許可が必要です。 

   メインアリーナ及びサブアリーナは1/2での部分使用が可能 
     多目的アリーナは、1/2 又は 1/4での部分使用が可能 

    ② 研修室、視聴覚室、会議室及び和室 

研 修 室 

第 １ 研 修 室 35人 
*第１、第２研修室は合併使用ができます。 

第 ２ 研 修 室 20人 

第 ３ 研 修 室 100人 
*第３、第４研修室は合併使用ができます。 

第 ４ 研 修 室 100人 

視 聴 覚 室 100人  

会   議  室 15人  

和 室 １ 30人 
*和室１、２は合併使用ができます。 

和 室 ２ 30人 

〈メインアリーナ〉 
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③ 宿泊室  

宿 泊 室 
洋   室  97人 

和   室  32人 

④ 測定・トレーニング 

ア  健康体力測定諸室 

健康体力測定室、メディカル検査室、バイオメカニクス室、 

スポーツ心理室、スポーツ情報処理室、医務室、相談室、スタッフ室 

       イ  トレーニング室 

室   名 内容 
ト レ ー ニ ン グ 室 335.7㎡ トレーニング機器等 
エ ア ロ ビ ク ス 室 100.7㎡ ストレッチマット、エクササイズボール、ダンベル等 
リラクセーションルーム  59.6㎡ リラクセーション機器等 

幼 児 コ ー ナ ー 24.4㎡ ビデオ、絵本 
浴 室 等 287.1㎡ 更衣室、浴室、サウナ 

   ⑤ 情報サービス 

        スポーツ情報コーナー、展示コーナー 
⑥ 管理・共用コーナー 

室   名 内   容 
管 理 諸 室 役員室、所長室、事務室 他 

団 体 事 務 室 
福岡県体育研究所、公益財団法人福岡県スポーツ協会 

福岡県高等学校体育連盟 

共 用 コ ー ナ ー 自動販売機コーナー 他 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈宿泊室（洋室）〉 
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Ⅳ 施設の概要 
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        工  期   平成５年３月～平成７年５月 
        駐 車 場   240台 
        *地下駐車場は180台収容可 センター前屋外駐車場は60台収容可 

 

１階 事務室、トレーニング室、スポーツ情報室、多目的アリーナ、授乳室、浴室 他 
２階 メインアリーナ、サブアリーナ、視聴覚室、研修室(和室を含む。) 他 
３階 宿泊室、洗濯室、自動販売機コーナー 他  

（２） 施設内容 
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メ イ ン ア リ ー ナ 
46ｍ×39ｍ 
1,794㎡ 
観覧席2,000席 

バスケットボール２面、バレーボール２面、ハン

ドボール２面、卓球15面、バドミントン10面、体
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34ｍ×26ｍ 
884㎡ 

バスケットボール１面、バレーボール２面、卓球
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多 目 的 ア リ ー ナ 
26ｍ×15ｍ 
390㎡×2室 

柔道４面、剣道４面、空手４面、なぎなた４面、

各種体操 他 
クライミングウォール 14ｍ×6ｍ 利用には特別許可が必要です。 
ボルタリングウォール 4ｍ×10ｍ 利用には特別許可が必要です。 

   メインアリーナ及びサブアリーナは1/2での部分使用が可能 
     多目的アリーナは、1/2 又は 1/4での部分使用が可能 

    ② 研修室、視聴覚室、会議室及び和室 

研 修 室 

第 １ 研 修 室 35人 
*第１、第２研修室は合併使用ができます。 

第 ２ 研 修 室 20人 
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〈メインアリーナ〉 
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〈宿泊室（洋室）〉 
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（３） 施設の使用料・利用料金 

◆◆アリーナの占用利用料金◆◆ 

（平日）                                           （円） 

種 

類 

            利用時間 

区分 

9:00～ 

12:00 

13:00～ 

17:00  

18:00～ 

21:00 

9:00～ 

17:00 

13:00～ 

21:00 

9:00～ 

21:00 

 

ア
リ
ー
ナ 

メ
イ
ン 

アマチュアスポーツに係る競技会 

練習会に使用する場合 
8,620  11,490  10,860  20,120  22,350  30,980  

上記の場合で入場料を徴収する場合 25,870  34,490  32,580  60,370  67,070  92,950  

その他の目的で使用する場合 112,110  149,490  141,180  261,600  290,670  402,790 

ア
リ
ー
ナ 

サ
ブ 

アマチュアスポーツに係る競技会 

練習会に使用する場合 
4,150  5,530  5,210  9,680  10,750  14,900  

上記の場合で入場料を徴収する場合 12,450  16,600  15,650  29,060  32,260  44,710  

その他の目的で使用する場合 53,980  71,970  67,820  125,960  139,800  193,780 

ア
リ
ー
ナ 

多
目
的 

アマチュアスポーツに係る競技会 

練習会に使用する場合 
3,830  5,100  4,790  8,940  9,900  13,730  

上記の場合で入場料を徴収する場合 11,490  15,330  14,370  26,830  29,700  41,200  

その他の目的で使用する場合 49,820  66,440  62,280  116,270  128,720  178,550 

 

ウ
ォ
ー
ル 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

アマチュアスポーツに係る競技会 

練習会に使用する場合 
2,810  3,750  3,550  6,570  7,310  10,130  

上記の場合で入場料を徴収する場合 8,450  11,280  10,650  19,730  21,930  30,390  

その他の目的で使用する場合 36,660  48,880  46,160  85,540  95,040  131,700 

 

ウ
ォ
ー
ル 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ 

アマチュアスポーツに係る競技会 

練習会に使用する場合 
1,560  2,080  1,980  3,650  4,070  5,630  

上記の場合で入場料を徴収する場合 4,690  6,260  5,950  10,960  12,220  16,910  

その他の目的で使用する場合 20,360  27,150  25,790  47,520  52,950  73,320  

備考 ・本部室及び放送室並びに放送設備、又は冷暖房を使用するときの額は、当該使用区分の額に含みます。 

   ・使用時間を超過したときの額は、超過１時間につき、当該使用区分の１時間当たりの額の５割増相当

額の超過料金をお支払いいただきます。 

   ・特別な設備を設置して電気を使用するときは、実費相当額の利用料金を加算してお支払いいただきま

す。 

   ・土、日、祝日の利用料金は２割増となります。 

 

◆◆アリーナの個人利用料金◆◆                 
 

 

 

 

 

 
 
 

（注）使用時間を超過したときは、超過１時間につき、上記使用区分の全額の１時間あたりの額の超過

料金をお支払いいただきます。 

区 分 一 般 児 童 生 徒 ６５歳以上 障 が い 者 

使用単位 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

１ 回 券 310円   150円   全額免除 全額免除 

回 数 券 

（11枚） 
3,100円   1,500円     
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◆◆クライミングウォール・ボルダリングウォールの個人利用料金◆◆                 
 

 

 

 

 

 
 
 

（注）使用時間を超過したときは、超過１時間につき、上記使用区分の全額の１時間あたりの額の超過
料金をお支払いいただきます。 

◆◆研修室の利用料金◆◆           ◆◆宿泊室の利用料金◆◆ 

施設名 料  金  施設名 使用単位 区  分 料  金 

会 議 室 １時間につき   470円  宿泊室 

（洋室） 
一 泊 

一  般 

児童生徒 

3,190円 

1,590円 第１研修室 １時間につき   470円  

第２研修室 １時間につき   370円  宿泊室 

（和室） 
一 泊 

一  般 

児童生徒 

1,380円 

    690円 第３研修室 １時間につき   900円  

第４研修室 １時間につき 1,010円  ※別途、宿泊税として１人１泊 200 円を徴収いたします。 

和 室 １時間につき   690円 

視 聴 覚 室 １時間につき   950円 

 

◆◆附属設備の利用料金◆◆ 

種  類 単  位 利用料金 備  考 

得点表示盤 １式１回（１日） 2,550 円  移動式 

放送設備 １式１回（１日） 3,190 円   

 掲示板支持装置Ａ 

１㎡１回（１日） 3,190 円  
スポーツ大会の場合 

（長期継続使用の場合を除く） 
広告掲示物の提出 

を含む。１㎡未満 

の端数は、切り上 

げる。 

１㎡１回（１日） 6,380 円  
スポーツ大会以外の場合 

（長期継続使用の場合を除く） 

掲示板支持装置Ｂ １㎡１回（１日） 1,060 円  長期継続使用の場合 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 68,240円   

ﾃﾆｽ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 40,770円   

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 16,290円   

いす １脚１回（１日） 120円  観客用折りたたみいす 

フロアシート １枚１回（１日） 830円   

コインロッカー １回 50 円   

備考 この表において「長期継続使用」とは、１か月以上の使用をいう。 

 

◆◆トレーニング室の利用料金◆◆ 

区分 一  般 高校生以下（児童は不可） 学校教育活動 強化指定選手 ６５歳以上の者 障がい者等※１ 

使用単位 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

一 回 券 370円＋ 50 円 190円＋ 50円 半額免除※２ 全額免除※３ 全額免除※３ 全額免除※３ 

回 数 券 

（１１回券） 
3,700円＋500円 1,900円＋500円 

（注）使用時間を超過したときは、超過１時間につき、上記使用区分の全額の１時間あたりの額の超過料金を

お支払いいただきます。 

※１ 障がい者等：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者 

※２ ロッカー代 50円を含んだ金額を一括徴収いたします。 

※３ 利用料金免除区分においても、ロッカー代 50円は徴収いたします。 

区 分 一 般 児 童 生 徒 ６５歳以上 障 が い 者 

使用単位 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

１ 回 券 310円   150円   全額免除 全額免除 

回 数 券 

（１１枚） 
3,100円   1,500円     
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◆◆クライミングウォール・ボルダリングウォールの個人利用料金◆◆                 
 

 

 

 

 

 
 
 

（注）使用時間を超過したときは、超過１時間につき、上記使用区分の全額の１時間あたりの額の超過
料金をお支払いいただきます。 

◆◆研修室の利用料金◆◆           ◆◆宿泊室の利用料金◆◆ 

施設名 料  金  施設名 使用単位 区  分 料  金 

会 議 室 １時間につき   470円  宿泊室 

（洋室） 
一 泊 

一  般 

児童生徒 

3,190円 

1,590円 第１研修室 １時間につき   470円  

第２研修室 １時間につき   370円  宿泊室 

（和室） 
一 泊 

一  般 

児童生徒 

1,380円 

    690円 第３研修室 １時間につき   900円  

第４研修室 １時間につき 1,010円  ※別途、宿泊税として１人１泊 200 円を徴収いたします。 

和 室 １時間につき   690円 

視 聴 覚 室 １時間につき   950円 

 

◆◆附属設備の利用料金◆◆ 

種  類 単  位 利用料金 備  考 

得点表示盤 １式１回（１日） 2,550 円  移動式 

放送設備 １式１回（１日） 3,190 円   

 掲示板支持装置Ａ 

１㎡１回（１日） 3,190 円  
スポーツ大会の場合 

（長期継続使用の場合を除く） 
広告掲示物の提出 

を含む。１㎡未満 

の端数は、切り上 

げる。 

１㎡１回（１日） 6,380 円  
スポーツ大会以外の場合 

（長期継続使用の場合を除く） 

掲示板支持装置Ｂ １㎡１回（１日） 1,060 円  長期継続使用の場合 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 68,240円   

ﾃﾆｽ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 40,770円   

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用ﾌﾛｱｺｰﾄ １式１回（１日） 16,290円   

いす １脚１回（１日） 120円  観客用折りたたみいす 

フロアシート １枚１回（１日） 830円   

コインロッカー １回 50 円   

備考 この表において「長期継続使用」とは、１か月以上の使用をいう。 

 

◆◆トレーニング室の利用料金◆◆ 

区分 一  般 高校生以下（児童は不可） 学校教育活動 強化指定選手 ６５歳以上の者 障がい者等※１ 

使用単位 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

一 回 券 370円＋ 50 円 190円＋ 50円 半額免除※２ 全額免除※３ 全額免除※３ 全額免除※３ 

回 数 券 

（１１回券） 
3,700円＋500円 1,900円＋500円 

（注）使用時間を超過したときは、超過１時間につき、上記使用区分の全額の１時間あたりの額の超過料金を

お支払いいただきます。 

※１ 障がい者等：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者 

※２ ロッカー代 50 円を含んだ金額を一括徴収いたします。 

※３ 利用料金免除区分においても、ロッカー代 50円は徴収いたします。 

区 分 一 般 児 童 生 徒 ６５歳以上 障 が い 者 

使用単位 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

１ 回 券 310円   150円   全額免除 全額免除 

回 数 券 

（１１枚） 
3,100円   1,500円     
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◆◆健康体力測定室の使用料◆◆ 

相談事業名 使用単位 区 分 料 金 学校教育活動 強化指定（団体・選手） 

健康体力づくり １ 回 
一般 

児童生徒 

  630円 

  310円 
半額免除 

全額免除 

全額免除 

全身持久力向上相談 １ 回 
一般 

児童生徒 

2,660円 

1,330円 
半額免除 

全額免除 

全額免除 

筋力向上相談 １ 回 
一般 

児童生徒 

2,660円 

1,330円 
半額免除 

全額免除 

全額免除 

総合運動能力向上相談 １ 回 
一般 

児童生徒 

2,660円 

1,330円 
半額免除 

全額免除 

全額免除 

スポーツ心理相談 １ 回 
一般 

児童生徒 

1,590円 

  790円 
半額免除 

全額免除 

全額免除 

※減免対象 

 ・学校教育活動：学校が教育活動の一環として、体育に関する指導訓練を行うために利用する 

         場合（大学及び高等専門学校を除く） 

 ・強化指定選手：福岡県選手強化推進実行委員会が発行した指定証を有する者 

 ・強化指定団体：福岡県選手強化推進実行委員会が指定した団体 

※ 一旦納入した使用料は原則として返還いたしません。 

※ 児童生徒とは、高校生以下です。 
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２ 福岡県立総合プールの概要 

 （１）建設概要 

      立地場所  福岡市博多区東平尾公園 
                              二丁目１番３号 
      敷地面積  21,866.40㎡ 
      延床面積  12,746.35㎡ 
      観覧席数  50ｍプール 2,440席 
                  25ｍプール   350席 
      事 業 費  47億円 
    工  期    昭和62年12月22日～ 平成元年３月31日 

 

 
                                                          〈飛込プール〉 

 （２）施設内容 

 区  分 内      容  

 プ ー ル 
 ・50ｍプール  50ｍ×８レーン 水深2.0ｍ～2.2ｍ 
 ・25ｍプール  25ｍ×８レーン 水深1.0ｍ～1.4ｍ 
 ・飛込プール   20ｍ×22ｍ   水深５ｍ 

 ス ケ ー ト  スケートリンク 60ｍ×30ｍ 
 会 議 室  会 議 室     50名 
 管理諸室等  事務室 日本ボーイスカウト福岡県連盟事務局 福岡県水泳連盟事務局 

 

 
（３）施設の使用料・利用料金 

◆◆プール・スケートリンクの個人利用料金◆◆                                  

  プール(夏季プール)２５ｍ及び５０ｍプール(７／１～９／30)                      
区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  

使  用  単  位 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 

１    回    券 420円+50円 

 

320円+50円 210円+50円 全額免除※1 全額免除※１ 

  プール(温水プール)２５ｍプールのみ(10／上旬～翌年６／30) 

区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  
使  用  単  位 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 

１    回    券 420円+50円 320円+50円 210円+50円 全額免除※1 全額免除※１ 

  スケートリンク(11／１～翌年４／上旬) 

区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  

使  用  単  位 フリータイム フリータイム フリータイム フリータイム フリータイム 

１    回    券 1,090円+50円 780円+50円 580円+50円 全額免除※１ 全額免除※１ 

使  用  単  位 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 

１    回    券 880円+50円 630円+50円 470円+50円 全額免除※１ 全額免除※１ 

備考 ※１利用料金免除区分においても、ロッカー代50円は徴収いたします。

・スケートリンクは貸靴代として400円が必要です。

・土曜日は、高校生以下のスケートリンク利用料金は無料です。(スケート貸靴代除く)

・保護者が同伴する児童については、保護者一人につき、当該児童一人が無料です。(スケート貸靴代除く)

・30人以上の団体利用の場合は、利用料金が割引となります。

(30人以上は２割引、100人以上は４割引、200人以上は５割引)

・学校利用の場合は、利用料金が５割減免になります。
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２ 福岡県立総合プールの概要 

 （１）建設概要 

      立地場所  福岡市博多区東平尾公園 
                              二丁目１番３号 
      敷地面積  21,866.40㎡ 
      延床面積  12,746.35㎡ 
      観覧席数  50ｍプール 2,440席 
                  25ｍプール   350席 
      事 業 費  47億円 
    工  期    昭和62年12月22日～ 平成元年３月31日 

 

 
                                                          〈飛込プール〉 

 （２）施設内容 

 区  分 内      容  

 プ ー ル 
 ・50ｍプール  50ｍ×８レーン 水深2.0ｍ～2.2ｍ 
 ・25ｍプール  25ｍ×８レーン 水深1.0ｍ～1.4ｍ 
 ・飛込プール   20ｍ×22ｍ   水深５ｍ 

 ス ケ ー ト  スケートリンク 60ｍ×30ｍ 
 会 議 室  会 議 室     50名 
 管理諸室等  事務室 日本ボーイスカウト福岡県連盟事務局 福岡県水泳連盟事務局 

 

 
（３）施設の使用料・利用料金 

◆◆プール・スケートリンクの個人利用料金◆◆                                  

  プール(夏季プール)２５ｍ及び５０ｍプール(７／１～９／30)                      
区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  

使  用  単  位 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 

１    回    券 420円+50円 

 

320円+50円 210円+50円 全額免除※1 全額免除※１ 

  プール(温水プール)２５ｍプールのみ(10／上旬～翌年６／30) 

区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  
使  用  単  位 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 ２時間以内 

１    回    券 420円+50円 320円+50円 210円+50円 全額免除※1 全額免除※１ 

  スケートリンク(11／１～翌年４／上旬) 

区    分 一    般 中・高校生 児  童 65歳以上の者 障がい者等  

使  用  単  位 フリータイム フリータイム フリータイム フリータイム フリータイム 

１    回    券 1,090円+50円 780円+50円 580円+50円 全額免除※１ 全額免除※１ 

使  用  単  位 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 ４時間以内 

１    回    券 880円+50円 630円+50円 470円+50円 全額免除※１ 全額免除※１ 

備考 ※１利用料金免除区分においても、ロッカー代50円は徴収いたします。

・スケートリンクは貸靴代として400円が必要です。

・土曜日は、高校生以下のスケートリンク利用料金は無料です。(スケート貸靴代除く)

・保護者が同伴する児童については、保護者一人につき、当該児童一人が無料です。(スケート貸靴代除く)

・30人以上の団体利用の場合は、利用料金が割引となります。

(30人以上は２割引、100人以上は４割引、200人以上は５割引)

・学校利用の場合は、利用料金が５割減免になります。
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 ◆◆プール・スケートリンクの占用利用料金◆◆                                     (円)

種

類

               利用時間

区分

9:00～

  13:00

13:00～

  17:00

17:00～

  21:00

9:00～

  17:00

13:00～

  21:00

9:00～

  21:00 備 考

50

ｍ

プ

｜

ル

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 50,120  50,120  62,650  100,250 112,780 162,910
 5月20日

   ～

 9月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

150,380 150,380 187,980 300,770 338,360 488,750

その他の目的に使用する場合 300,770 300,770 375,960 601,540 676,730 977,500

25

ｍ

プ

｜

ル

夏

季

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 34,170  34,170  42,150  68,350  76,330 110,510
7月1日

～

9月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

102,530 102,530 126,460 205,070 228,990 331,530

温

水

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合  51,260  51,260  63,790 102,530 115,060 166,330 10月15日

～ 

翌年6月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合 153,800 153,800 191,400 307,600 345,200 499,000

飛

込

プ

｜

ル

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合 １時間につき   5,690 円
5月20日

～9月30日 

 

10月上旬 

～ 

翌年6月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合 １時間につき   17,080 円

その他の目的に使用する場合
１時間につき   34,170 円

                            

 種

 類

                利用時間 

区分

9:00～

  13:00

13:00～

  17:00

17:00～

  21:00

9:00～

  17:00

13:00～

  21:00

9:00～

  21:00  備 考

ス

ケ

｜

ト

リ

ン

ク

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 66,070  66,070  83,160 132,150 149,240 215,320
11月1日

 ～

翌年

 4月10日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

198,230 198,230 249,500 396,470 447,740 645,970

その他の目的に使用する場合 396,470 396,470 499,000 792,940 895,480 1,291,950

備考 １ 競技役員室・選手招集室・放送室・放送設備・レーンロープを使用するときの額は、当該使用 

区分の額に含みます。 

     ２ 使用時間を超過したときの額は、超過１時間につき、当該使用区分の額の１時間当たりの額の 

５割増相当額の超過料金をお支払いいただきます。

     ３ 特別な設備を設置して電気を使用するとき、又は冷暖房を使用するときは、実費相当額の料金 

が必要な場合があります。 

４ 土、日、祝日の利用料金は２割増となります。 
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◆◆附属施設の利用料金◆◆

  施 設 名       料  金

  会 議 室   １時間につき 560円

◆◆附属設備の利用料金◆◆

種 別 単 位 利用料金 備     考

電光掲示板 １式１回(１日) 13,670円 固定式

電光掲示板 １式１回(１日) 6,830円 移動式

自動計時装置 １式１回(１日) 3,410円 タッチボード等

水球用35秒計 １式１回(１日) 3,410円

放送設備 １式１回(１日) 3,410円

水泳競技用具 １式１回(１日) 3,410円 競技種目別

ペースタイマー １式１回(１日) 3,410円

審判台 １組１回(１日) 1,130円 水球用

掲示板支持装置A １㎡１回(１日) 3,410円
スポーツ大会の場合

(長期継続使用の場合を除く。)

広告掲示物の掲出を含

む。 

１㎡未満の端数は、切り

上げる。

掲示板支持装置A
１㎡１回(１日) 6,830円

スポーツ大会以外の場合

(長期継続使用の場合を除く。)

掲示板支持装置B １㎡１回(１日) 1,130円 長期継続使用の場合

ｱｲｽﾎｯｹｰｺﾞｰﾙﾎﾟｽﾄ １式１回(１日) 3,410円

備考 この表において「長期継続使用」とは、１か月以上の使用をいう。

    ※一旦納入した利用料金は原則として返還いたしません。
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 ◆◆プール・スケートリンクの占用利用料金◆◆                                     (円)

種

類

               利用時間

区分

9:00～

  13:00

13:00～

  17:00

17:00～

  21:00

9:00～

  17:00

13:00～

  21:00

9:00～

  21:00 備 考

50

ｍ

プ

｜

ル

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 50,120  50,120  62,650  100,250 112,780 162,910
 5月20日

   ～

 9月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

150,380 150,380 187,980 300,770 338,360 488,750

その他の目的に使用する場合 300,770 300,770 375,960 601,540 676,730 977,500

25

ｍ

プ

｜

ル

夏

季

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 34,170  34,170  42,150  68,350  76,330 110,510
7月1日

～

9月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

102,530 102,530 126,460 205,070 228,990 331,530

温

水

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合  51,260  51,260  63,790 102,530 115,060 166,330 10月15日

～ 

翌年6月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合 153,800 153,800 191,400 307,600 345,200 499,000

飛

込

プ

｜

ル

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合 １時間につき   5,690 円
5月20日

～9月30日 

 

10月上旬 

～ 

翌年6月30日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合 １時間につき   17,080 円

その他の目的に使用する場合
１時間につき   34,170 円

                            

 種

 類

                利用時間 

区分

9:00～

  13:00

13:00～

  17:00

17:00～

  21:00

9:00～

  17:00

13:00～

  21:00

9:00～

  21:00  備 考

ス

ケ

｜

ト

リ

ン

ク

アマチュアスポーツに係る競

技会練習会に使用する場合

 66,070  66,070  83,160 132,150 149,240 215,320
11月1日

 ～

翌年

 4月10日

上記の場合で入場料を徴収す

る場合

198,230 198,230 249,500 396,470 447,740 645,970

その他の目的に使用する場合 396,470 396,470 499,000 792,940 895,480 1,291,950

備考 １ 競技役員室・選手招集室・放送室・放送設備・レーンロープを使用するときの額は、当該使用 

区分の額に含みます。 

     ２ 使用時間を超過したときの額は、超過１時間につき、当該使用区分の額の１時間当たりの額の 

５割増相当額の超過料金をお支払いいただきます。

     ３ 特別な設備を設置して電気を使用するとき、又は冷暖房を使用するときは、実費相当額の料金 

が必要な場合があります。 

４ 土、日、祝日の利用料金は２割増となります。 

- 42 - 
 

◆◆附属施設の利用料金◆◆

  施 設 名       料  金

  会 議 室   １時間につき 560円

◆◆附属設備の利用料金◆◆

種 別 単 位 利用料金 備     考

電光掲示板 １式１回(１日) 13,670円 固定式

電光掲示板 １式１回(１日) 6,830円 移動式

自動計時装置 １式１回(１日) 3,410円 タッチボード等

水球用35秒計 １式１回(１日) 3,410円

放送設備 １式１回(１日) 3,410円

水泳競技用具 １式１回(１日) 3,410円 競技種目別

ペースタイマー １式１回(１日) 3,410円

審判台 １組１回(１日) 1,130円 水球用

掲示板支持装置A １㎡１回(１日) 3,410円
スポーツ大会の場合

(長期継続使用の場合を除く。)

広告掲示物の掲出を含

む。 

１㎡未満の端数は、切り

上げる。

掲示板支持装置A
１㎡１回(１日) 6,830円

スポーツ大会以外の場合

(長期継続使用の場合を除く。)

掲示板支持装置B １㎡１回(１日) 1,130円 長期継続使用の場合

ｱｲｽﾎｯｹｰｺﾞｰﾙﾎﾟｽﾄ １式１回(１日) 3,410円

備考 この表において「長期継続使用」とは、１か月以上の使用をいう。

    ※一旦納入した利用料金は原則として返還いたしません。
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３ 福岡県立総合射撃場の概要 

（１）建設概要 

       立地場所 筑紫野市大字柚須原223－25 
      敷地面積 146,000㎡ 
       競 技 場     24,400㎡ 
        総 工 費 20億1,400万円 

      駐 車 場 157台収容 

（２）施設内容 

区   分  内   容  
クレー射撃場  トラップ２面(14,770㎡)  スキート２面(4,020㎡)  
フィールド射撃場  トラップ、スキート射場に併設（スキート･ラビット･トラップ･ダブルトラップ)  
エアライフル射撃場  鉄骨平屋(1,298㎡)    覆道式 28射座  
スモールボアライフル

射撃場  
鉄骨平屋(778㎡)  バッフル式  28射座  

大口径射撃場  鉄骨平屋(60㎡)   バッフル式  ５射座（50ｍ・100ｍ）  
管理棟  鉄骨平屋(334㎡)  身障者用スロープ･トイレ完備  

 

（３）施設の使用料・利用料金 
◆◆個人使用の場合◆◆ 

種  類 単位 区  分 料金(1人) 

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場 

エアライフル １ 日 

中学校、高等学校及び 
中等教育学校の生徒並び 
に高等専門学校の学生 

230円 

大 学 生 430円 

そ の 他 の 者 640円 

ビームライフル １ 日 

中学校、高等学校及び 
中等教育学校の生徒並び 
に高等専門学校の学生 

190円 

大 学 生 390円 

そ の 他 の 者 600円 

スモールボアライフル １ 日 

中学校、高等学校及び 
中等教育学校の生徒並び 
に高等専門学校の学生 

510円 

大 学 生 700円 

そ の 他 の 者 910円 

散弾銃射撃場 
スキート射撃場 
トラップ射撃場 

１ 日 
 

2,540 円 

大
口
径
射
撃
場 

ライフル銃 １ 日 
 

2,410 円 

散弾銃(スラグ弾) １ 日 
 

2,830 円 

 

〈エアライフル射撃場〉 
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〈エアライフル射撃場〉 

– 44 –



- 45 - 
 

◆◆占用利用の場合◆◆ 

種        類 単     位 料      金 

ラ 

イ 

フ 

ル 

射 

撃 

場 

エアライフル 

９時から 12 時まで 
40 円に利用人数を乗じた額及び 10,180 円の
合計額 

12 時から 17 時まで 
40 円に利用人数を乗じた額及び 17,000 円の 
合計額 

９時から 17 時まで 
40 円に利用人数を乗じた額及び 27,290 円の 
合計額 

スモールボアライフル 

９時から 12 時まで 
310円に利用人数を乗じた額及び 10,180 円の
合計額 

12 時から 17 時まで 
310 円に利用人数を乗じた額及び 17,000 円の
合計額 

９時から 17 時まで 
310 円に利用人数を乗じた額及び 27,290 円の
合計額 

散弾銃射撃場 
スキート射撃場 
トラップ射撃場 

１ 日 1,930 円に利用人数を乗じた額及び 18,740 円
の合計額 

大 

口 

径 

射 

撃 

場 

ライフル銃 

９時から 12 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 23,830円の
合計額 

12 時から 17 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 38,500 円の
合計額 

９時から 17 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 58,360 円の
合計額 

散弾銃（スラグ弾） 

９時から 12 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 30,450 円の
合計額 

12 時から 17 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 47,760 円の
合計額 

９時から 17 時まで 
960円に利用人数を乗じた額及び 72,920 円の
合計額 

備考 ・料金が日を単位として定められている場合において、使用時間が１日に満たないときは、１日とす

る。 
・「占用使用」とは、ライフル射撃場のエアライフル若しくはスモールボアライフル若しくは大口径射

撃場の施設を独占して使用する場合又はスキート射撃場若しくはトラップ射撃場の一面を独占して

使用する場合をいい、「個人使用」とは、ライフル射撃場のビームライフルの施設にあっては当該施

設を使用する場合を、それ以外の施設にあっては占用使用以外の場合をいう。 
・「児童」とは小学校（義務教育学校の前期課程及び特別支援学校の小学部を含む。）の児童及びこれ

らに準ずる者（ライフル射撃場のエアライフルの施設の個人使用の場合にあっては 10 歳未満の者を

除く。）を、「生徒」とは中学校（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程及び特別支援

学校の中学部を含む。）又は高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）

の生徒及びこれらに準ずる者（ライフル射撃場のスモールボアライフルの施設の個人使用の場合に

あっては 18 歳未満の者を除く。）を、「学生」とは大学の学生及びこれに準ずる者をいう。 
 

◆◆その他◆◆ 

種 類 単 位 料金 摘 要 
クレー（ピジョン） 枚 54円    コイン式は 44円 

クレー（ラビット） 枚 110円     

大口径標的 枚 310円    100ｍ・50m用 

耳栓 組 210円     

電子標的代 １日 260円     
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Ⅴ 交通案内 
 

バス 

博多バスターミナルから 

14番乗り場 

 37 37-1 38 39 39Ｂ のバス 

        ・・・約 20分 

「アクシオン福岡前」下車 

 

福岡空港から 

地下鉄 4番出口 福岡空港前バス停から 

 37 38 39  のバス 

     ・・・約 7分 

「アクシオン福岡前」下車 

 

車 

JR博多駅から ・・・約 20分 

都市高速道路利用の場合 

姪浜・香椎・福岡 IC方面からは 

「月隈出口」降車後  ・・・約 5分 

太宰府方面からは 

「金の隈出口」降車後 ・・・約 5分 

福重・野芥方面からは 

「西月隈出口」降車後 ・・・約 5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車 

福岡空港から  ・・・約 40分 

JR博多駅から ・・・約 60分 

6
.
4
9 
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要　覧
令和６年度

公益財団法人福岡県スポーツ振興センター公益財団法人 福岡県スポーツ振興センター

福岡県立スポーツ科学情報センター
〒 812-0852
福岡市博多区東平尾公園二丁目１番 4 号
ＴＥＬ　092 − 611 − 1717
ＦＡＸ　092 − 611 − 1600
E-mail：accion@f-sponet.or.jp 

福 岡 県 立 総 合 プ ー ル
〒 812-0852
福岡市博多区東平尾公園二丁目１番３号
ＴＥＬ　092 − 623 − 4400
ＦＡＸ　092 − 612 − 2526
E-mail：info_accionpool@lep.bbiq.jp 

福 岡 県 立 総 合 射 撃 場
〒 818-0001
筑紫野市大字柚須原 223 − 25
TEL･FAX　092 − 924 − 6996


